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１１１１．．．．調査調査調査調査のののの背景背景背景背景とととと概要概要概要概要    

 

１１１１.1.1.1.1    背景背景背景背景    

 

 日本国内の食卓において、もやしは安価で栄養豊富な食材として活用度が高い野菜である。もやし

は主に緑豆を原料として国内で生産されているが、この緑豆には現在 3つのリスクが存在する。 

 

   
 

 

第一に、価格上昇のリスクである。日本国内でのもやしの市場規模は 600 億円（2010 年）で、原

料である緑豆は 6万トン使用している。ところが、その緑豆は全量輸入品であり、中でも中国に 90％

以上依存している。また、緑豆相場は昨今の世界的な穀物市場同様に上昇している。ちなみに、2003

年にトン当たり 63 千円だった輸入価格は、2011 年には 167 千円と 2.5 倍以上高騰している。（図 1

参照） 
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図 1 緑豆の輸入価格推移1 

 

 

                                                

1 財務省貿易統計 

写真 1 緑豆 写真 2 もやし 
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第二に、安定供給リスクである。緑豆の最大輸入先である中国もハイペースの人口増加・収入増に

伴う食生活の変化により、食糧輸出国から輸入国へ転じている。また、作付け品目も豆類より米・と

うもろこし類へ移行している傾向が見受けられる。さらに昨今のレアアース輸出規制のように、国の

政策によって供給自体が止められてしまうリスクが存在しないとは言えない。そこでこれらのリスク

に対応するため、緑豆栽培地の多様化に積極的に取り組むことが我が国にとって急務となっている。 

 

そして最後に品質リスク、特に農薬管理面でのリスクが挙げられる。雪国まいたけは出荷する製品

に対して約 300 種類の残留農薬検査を 365 日体制で実施している。安全な製品を確実に提供するため

に開発した検査技術と基準に即し自社栽培をすることは、安全を確保するために大きなメリットとな

る。 

 

 一方、バングラデシュ人民共和国（以下、バングラデシュ）は未だに人口の 43％が国際的貧困ラ

インとされる一日当り US$1.25 以下で生活する2アジア最貧国の一つである。国民の大半は農民であ

り、地方の農村と農民に貧困が多く見受けられる。農村において雇用の創出と栄養価の高い食料を提

供することが火急の課題となっている。 

 

 このような状況の中、雪国まいたけは仕入先の多様化によって緑豆を安定的に確保するとともに、

バングラデシュの BOP層の所得向上を目指して、製品（もやし）原材料となる緑豆栽培事業（以下、

本事業とする）を同国で開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
2 The World Bank Data 2010 
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１１１１.2.2.2.2    概要概要概要概要 

 

（1）ビジネスモデル概要 

 

 雪国まいたけは本事業に取り組むために、ムハマド・ユヌス博士（2006 年ノーベル平和賞受賞）

率いるグラミングループのグラミン・クリシ財団と現地合弁会社「グラミン雪国まいたけ（GYM：

Grameen Yukiguni Maitake Ltd.）」を 2011 年 7月に設立した。 

 

P12 図 2 に示す通り、雪国まいたけは GYM に対してファイナンスとテクノロジーを提供する。一

方、グラミンは農村地区での農民に対するマイクロクレジットの提供および農民ネットワーク構築の

支援を行う。両者からのサポートを受けた GYM は、農村地区において契約農民を雇用し、高品質の

緑豆を栽培するためのノウハウを直接指導する。 

 

収穫した緑豆は GYM が市場価格より高い価格で農民から購入する。その中から、もやし栽培に適

したサイズの緑豆を日本向けに輸出し、雪国まいたけが購入する。それ以外の豆は農家からの購入原

価に近い価格で現地販売され、現地の人々の栄養改善に貢献する。また、農民は栽培技術を習得する

ことで単位当たりの収穫量ならびに品質を向上させることができるため、結果として所得向上にも繋

がる。 

 

さらに GYM の利益は、ユヌス・ソーシャルビジネス3を実現するための原資となり、現地での教

育・医療等で使用されることとなる。 

 

 

（2）調査目的と方針 

 

本調査の目的は、本事業のビジネスモデル概要に基づきバングラデシュでの緑豆生産体制構築の可

能性を検証することである。 

本調査を実施する上で、以下項目を活動方針とする。 

 

①バングラデシュの貧困に苦しむ農民に利益を享受させ、且つ日本での製品化品質基準（もやし）

をクリアする緑豆の大規模栽培に目処をつける。 

 

②農業分野では世界初となるグラミングループとの合弁事業を継続的に拡大させ、ソーシャルビ

ジネスを具現化する。 

 

                                                
3 ムハマド・ユヌス博士が提唱する新しいビジネスモデル。これまでの一般的な企業が利益最大化を追求

するのとは異なり、貧困層の課題解決を目的とした企業活動のこと。 
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ノウハウノウハウノウハウノウハウ

技術技術技術技術

ユヌスユヌスユヌスユヌス・・・・

ソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネス

地域地域地域地域のののの問題解決問題解決問題解決問題解決

教育教育教育教育、、、、医療医療医療医療などなどなどなど

事業資金事業資金事業資金事業資金

農業技術農業技術農業技術農業技術

雪国雪国雪国雪国まいたけまいたけまいたけまいたけグラミングラミングラミングラミン

ユヌスユヌスユヌスユヌス・・・・ソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネス （（（（GYM））））

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ向向向向けけけけ

日本向日本向日本向日本向けけけけ

緑豆緑豆緑豆緑豆購入購入購入購入

GYMGYMGYMGYMからからからから緑豆購入緑豆購入緑豆購入緑豆購入

農民農民農民農民

ネットワークネットワークネットワークネットワーク構築構築構築構築

 

図 2 緑豆栽培ビジネスモデル概要4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

4 調査団作成 
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2222．．．．バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュのののの投資環境投資環境投資環境投資環境・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス環境環境環境環境 

 

2.12.12.12.1    バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュのののの概要概要概要概要    

 

（1）一般概況 

 

バングラデシュは南アジアのインド東側に位置し、国土面積は 14.4 万㎢（日本の約 4 割）だが人

口は 1億 5,250 万人で世界 8位5と、世界で最も人口密度が高い国の一つである。 

 

国土の大部分は、3大河川(ガンジス川・ブラフマプトラ川・メグナ川)によって形成されたデルタ

地帯を中心とする標高 10m 以下の低地である。熱帯モンスーンの影響を強く受けた雨季の洪水やサイ

クロンによる自然災害に苦しめられる一面はあるが、同時に肥沃な土壌がもたらされ、主要農作物の

米は世界第 4位の生産量6となるほど農業に適している。 

 

 

図 3 バングラデシュ地図7 

 

                                                

5 World Health Statistics 2013 
6 USDA World Markets and Trade 
7 www.asia-atlas.com 
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バングラデシュが“ベンガルの国”という意味を示すとおり、地理的歴史的にはベンガルと呼ばれ

る地域のほぼ東半分を中心に成り立っており、ベンガル語を母国語とするベンガル人が国民の約

99％を占めている。また、全人口の約 90％がムスリム（イスラム教徒）であり国教もイスラム教で

あるため、一般大衆のムスリム意識は強い。 

 

対日関係は、日本が 1971 年のバングラデシュ独立を早い段階で支持し、また独立以降も開発援助

で同国の発展に貢献していることもあり、極めて親日的で良好だと言える。 

 

なお、バングラデシュの基本情報は以下の通りである。 

 

表 1 バングラデシュ基本情報8 

面積 14 万 4 千平方キロメートル（日本の約 4 割） 

人口 
1 億 5,250 万人（2013 年 3 月、バングラデシュ統計局） 

年平均人口増加率：1.37％（2011 年、バングラデシュ統計局） 

首都 ダッカ 

民族 
ベンガル人が大部分を占める。ミャンマーとの国境沿いのチッタゴン丘陵地帯には、 

チャクマ族等を中心とした仏教徒系少数民族が居住。 

言語 
ベンガル語（国語） 

成人（15 歳以上）識字率：56.8％（Human Development Report 2011 年） 

宗教 
イスラム教徒 89.7％、ヒンズー教徒 9.2％、仏教徒 0.7％、キリスト教徒 0.3％ 

（2011 年国勢調査） 

1947 年 8 月 14 日 パキスタン（東パキスタン）として独立 
略史 

1971 年 12 月 16 日 バングラデシュとして独立 

 

 

（2）政治状況 

 

 バングラデシュは 1971 年 12 月にパキスタン国から独立した。自治権拡大や独立運動を指導したア

ワミ連盟のシェイク・ムジブル・ラフマンが初代首相に就任した。1975 年の軍部将校によるクーデ

ターから約 15年にわたり軍事政権期が続いたが、1991 年の民主化以降、アワミ連盟とバングラデシ

ュ民族主義党（BNP）が交互に政権を担っている。これら与野党による政権交代の都度、与野党対立

に起因するホルタル（ゼネスト）が頻繁に行われ、政党政治が正常に機能せず国内政治の不安定状態

が続いている。 

 

非常事態宣言（選挙管理内閣の中立性に端を発し 2007 年 1 月発令）が解除された 2008 年 12 月の

7年ぶりの総選挙では、アワミ連盟が勝利を収めシェイク･ハシナ党首が第12代首相へ就任している。

                                                

8 外務省 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/bangladesh/data.html#01 
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アワミ連盟が獲得した議席数は全議席の 4分の 3にあたる 230議席（BNPは 29議席）だが、得票数

をみるとアワミ連盟の 3,353 万票（全体の 48.1％）に対して、BNPも 2,264 万票（37.3％）を獲得

しており、議席数ほどの差はないため安定した政権とは言い切れない。 

 

 2013 年に入ると次期総選挙を控え、アワミ連盟政権が撤廃した選挙管理内閣制度の再導入や独立

戦争戦犯裁判等を巡り、現政権とジャワティ・イスラミ党や BNP等野党との対立が先鋭化している。

その結果、ホルタルは大規模化かつ断続的な活動となり治安悪化と商業活動の停滞原因となっている。 

 

 

（3）経済状況 

 

 バングラデシュは現在、国連によって後発開発途上国（LDC）に認定されているが、近年の経済成

長によって BRICs（ブラジル・ロシア・インド・中国）に次ぐ新興国 NEXT11 に選ばれるなど、世

界的に今後の経済成長が期待される国でもある。 

 

 2012年度の実質経済成長率は 6.2％で、直近 10年間の平均でも 6.2％と高い成長を続けている。（図

4参照） 

 

国際的な金融危機にも大きな影響を受けず堅調に成長している主な要因として、豊富で安価な労働

力を背景とした縫製品輸出や海外労働者送金の安定的伸長が挙げられる。 
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（単位：％）

 

図 4 バングラデシュ実質経済成長率推移9
 

 

 一方、インフレ率も高水準である。2010 年度以降の消費者物価指数上昇率は、自然災害や国際的

な食料価格の高騰などを背景に上昇傾向が続いており、2012 年度は 10％を超えている。（P16 図 5参

照） 

                                                

9 Bangladesh Bank Annual Report 2011-2012, Bangladesh Bureau of Statistics 
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図 5 バングラデシュ消費者物価上昇率推移10
 

  

アワミ連盟のハシナ現政権は、独立 50周年にあたる 2021 年までに中所得国になることを目標とす

るマニフェスト「ビジョン 2021」を政策にかかげている。これを基に長期計画（2010 年～2021 年）

および中期（5ヵ年）計画を作成、年度ごとの予算編成が行われているが、その中で本事業に関連す

る重点セクターの特徴として以下の内容が挙げられる。11 

 

� 経済政策：農業・農村開発を第一優先 

あらゆるセクターの中で農業と農村開発を最優先。水資源、農村開発、農村労働プログラム、

農村電化、衛生、住宅への対策、土地利用計画、農村の中小企業の開発・発展、および貧農の

状況改善が重要。 

 

農業分野の現状を産業別 GDP 構成比・成長率推移で見ると、構成比率は 2012 年度が 19.3％で、直

近 4 年間の推移は低下傾向にある。また、成長率も 2012 年度は 2.5％と他産業に比べて低い伸張と

なっている。（表 2参照）1990 年代初めの構成比率は約 30％だったので、これまでの工業やサービス

業の進展による産業構造の変化があったとしても、シェア低下は急速である。農業分野の労働人口は

48％と約半数を占めるため、上記の経済政策に対する期待は大きいと考えられる。 

 

表 2 バングラデシュ産業別 GDP 構成比・成長率推移 10 

                                                                    GDP 構成比（％） GDP 成長率（％） 

年度 2009 2010 2011 2012 2009 2010 2011 2012 

農林水産業 20.5 20.3 20.0 19.3 4.1 5.2 5.1 2.5 

工業・建設業 29.9 29.9 30.4 31.3 6.5 6.5 8.2 9.5 

サービス業 49.6 49.8 49.6 49.5 6.3 6.5 6.2 6.1 

                                                

10 Bangladesh Bank Annual Report 2011-2012（2012 年度は暫定値） 

11 PERSPECTIVE PLAN OF BANGLADESH 2010-2021, Budget Booklet http://www.mof.gov.bd 
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なお、バングラデシュの基本経済状況は以下の通りである。 

 

表 3 バングラデシュ基本経済情報12 

実質 GDP 1,156 億ドル（2013 年、バングラデシュ中央銀行） 

GDP 構成比 
サービス業 49.5%、工業・建設業 31.3%、農林水産業 19.3% 

（2012 年度、バングラデシュ中央銀行） 

労働人口構成比 
農林水産業 48.1%、サービス業 37.4%、鉱工業 14.6% 

（2010 年度、バングラデシュ財務省） 

主要輸出品目 

ニットウェア 46.3%、既製服 32.1%、ジュート製品 3.4%、 

冷凍魚介類 3.1%、革製品 2.8% 

（2011 年度、バングラデシュ中央銀行） 

主要輸出先 

米国 19.6%、ドイツ 16.4%、英国 10.3%、フランス 6.6%、 

オランダ 4.6% 

（2011 年度、バングラデシュ中央銀行） 

主要輸入品目 

石油製品 11.0%、繊維 8.5%、鉄鋼製品 6.3%、綿花 5.9%、 

機械機器 5.6% 

（2011 年度、バングラデシュ中央銀行） 

主要輸入先 

中国 20.5%、インド 15.1%、韓国 4.9%、シンガポール 4.7%、 

日本 4.6% 

（2011 年度、バングラデシュ中央銀行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

12 外務省 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/bangladesh/data.html#04, Bangladesh Bank Annual Report  
2011-2012 
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2.2.2.2.2222    各種政策各種政策各種政策各種政策やややや法整備法整備法整備法整備 

 

（1）外国投資全般に関する各種政策や法整備 

   

バングラデシュ政府は、経済開発財源の多くを外資に依存せざるを得ないため、外資導入には極め

て熱心である。1986年に発表した産業政策（Industrial Policy 86）では輸出志向型産業、ハイテク産

業、労働集約産業への投資および輸出加工区（EPZ）への外国投資の促進が謳われた。1989 年 1月に

は投資庁（BOI）を新設し、投資手続きの大幅な簡素化に踏み切った。 

 

輸出加工区は輸出加工区庁（BEPZA）管理下で現在 8 ヶ所稼動しているが、これ以上の増設は行

わないとの政府決定を受け、世界銀行グループとの共同プロジェクトである経済特区（SEZ）の開発

に取り組んでいる。 

 

 

（2）本事業に関する各種政策や法整備 

 

外資政策において、本事業に関連する項目として以下の内容が挙げられる。13 

 

①出資比率は、原則として外資 100％出資が認められる。（但し、海運・物流業については出資金

額、出資比率についての規制がある。）外国資本の合弁は民間部門、公共部門とも可能。 

 

②資本金に関して、原則、金融業以外の業種であれば最低払込資本金の規制はない。 

 

③外資への優遇措置奨励業種は、輸出志向産業、ハイテク産業、国産天然資源を活用する産業、

国産原料に依存する産業などである。 

 

④輸出加工区（EPZ）内外を問わず全地域に適用される税制上および金融上の主な優遇措置は次の

通りである。 

（a）外国の提携先、企業および専門家が受け取るロイヤリティー、技術料について全額無税の

本国送金が可能。 

（b）外国（銀行）からの融資の金利にかかわる課税免除。 

（c）投資資本の利益の配当金の本国送金が可能。 

（d）投資額に対する上限はなし。 

 

一方で、資金の海外送金が困難かつ手続きに長時間を要するといった、法律および事例が実

態とはかけ離れた現状が見受けられる。具体的には、農家から緑豆を購入する資金を雪国まい

たけが前渡金として現地銀行の GYM 口座に送金した際、過去に扱った経験が無いという理由

で現地銀行内での手続き確認および処理だけで約 2 ヶ月掛かった事例があった。また、海外送

                                                

13 バングラデシュ投資ハンドブック（ジェトロ・ダッカ事務所） 
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金の時期がホルタルと重なると着金だけで約 2 週間掛かるという銀行業務が機能不全となる事

例も頻繁に発生した。 
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2.2.2.2.3333    既存既存既存既存ののののインフラインフラインフラインフラやややや関連設備等整備状況関連設備等整備状況関連設備等整備状況関連設備等整備状況 

 

バングラデシュの電力や道路等のインフラ整備状況は、まだまだ劣悪な状況にあると言わざるを得

ない。ワールド・エコノミック・フォーラムが発表しているインフラ整備（電力・運輸）に関する競

争力ランキングでは、下から 13番目の世界 129 位（対象 142ヶ国）。近隣のインド（世界 86位）や

パキスタン（世界 109 位）と比べてもかなり劣っているのが現状である。14 

 

特に電力需要・供給の供給状況については、Bangladesh Power Development Boardの Webサイトで

データ公開されているが、電力総供給量が総需要量を上回る日が少ないのが現状である。そのため停

電が頻繁に発生し、24 時間電力の安定供給がなされておらず、経済活動に大きな影響を与えている。 

 

水道のインフラ整備状況に関して、現在、水の供給事業として大都市では WASA（水道公社）が、

中核都市では地方自治体がそれぞれ行っている。しかし、国全体の 70％を占める農村地域では地方

行政の組織力が弱いことから、飲料水の供給体制が整っていない。ちなみに首都ダッカでも上水道普

及率は約 40％で、逆に農村地域は約 95％が井戸水に依存している。15 

 

併せて、緑豆輸送のための道路ならびに選別・保管施設で必要となる電気・水道といった本事業と

関連するインフラの課題について以下記載する。 

 

（1）道路：都市間の主要道路は舗装確保されているものの、一部悪路と慢性的な渋滞により納期

遅延が懸念される。農村部フィールドレベルの道は非常に狭く、舗装もされていない

ため効率化の妨げとなっている。 

 

（2）電気：慢性的な停電により緑豆選別機械が止まるため、生産性の低下が懸念される。そこで

停電を見越した設備の確保が必要となり、オペレーションの煩雑化という問題がある。

保管冷蔵施設に関しては、自家発電が備えられている。しかし、コストを下げるため

に、自家発電設備を持ちながら活用しないところもある。従って、現地該当会社の信

頼・評判等の見極めが重要になる。 

 

（3）水道：選別・保管施設では、水は使用しないので特に問題はない。しかし栽培において灌漑

を行う際、停電の影響で水を十分にくみ上げられない問題がある。 

（特に高台地域） 

 

 

 

 

 

                                                

14 World Economic Forum, The Global Competitiveness Report 2011-2012 

15 Percentage distributions of households by sources of drinking water and residence 2005, 
Bangladesh Bureau of Statistics 
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2.42.42.42.4    緑緑緑緑豆豆豆豆のののの市場市場市場市場 

 

 バングラデシュの主要農産物は、米、ジャガイモおよびジュートである。特に米は世界第 4位の生

産量で、雨期にはアウス米（aus）やアマン米（aman）が生産され、乾期にはボロ米（boro）の生産

が行われている。緑豆の生産量は 2010 年度が 1 万 9千トンで、米の生産規模と比較しても 1％にも

満たない状況である。（表 4参照） 

 

表 4 緑豆と主要収穫物の生産量比較16 

農作物 2008-2009 2009-2010 2010-2011 

米合計 31,317    31,975    33,542    

アウス米 1,895    1,709    2,133    

アマン米 11,613    12,207    12,792      

ボロ米 17,809    18,059    18,617    

小麦 849    901    972    

ジャガイモ 5,268    7,930    8,326    

ジュート 4,678    5,090    8,396    

緑豆 18    20    19    

                                                    （単位：千トン） 

 

ただし、緑豆を含む主な豆類の生産量は 34万 5千トン（2010～2011 年実績）である。緑豆の単位

面積あたりの収量は他豆類と比べると 2割から 3割ほど低いが、緑豆の収量を他豆類と同等レベルま

で改善できるとすると、緑豆の潜在需要は現状生産量の年間 2 万トン前後より高く伸びる余地がある

と推測する。 

 

例えば、豆類の中でも特にレンズまめは緑豆と同様に細かく砕いたものをダル(豆)カレー用として

使われるなど類似点が多い食材である。レンズまめの生産量は年間 8 万トンあるので、緑豆の収量が

レンズまめと同等レベルまで改善された場合、緑豆のマーケット規模は少なくともレンズまめ規模

（現状生産量の約 4倍）まで拡がる可能性があると判断する。（P22表 5参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

16 2011 Yearbook of Agricultural Statistic Bangladesh, Bangladesh Bureau of Statistics 
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表 5 豆類生産量（2010～2011 年）17 

作物名 栽培面積 生産量 

緑豆 68  19  

ひよこ豆 20  7  

キマメ 2  1  

レンズまめ 205  80  

乾燥エンドウ 16  6  

ケツルアズキ（ブラックマッペ） 78  29  

エンドウ 221  83  

大豆 102  66  

落花生 78  54  

合計 790  345  

（単位：栽培面積 千エーカー、生産量 千トン） 

 

緑豆の生産時期は、同国栽培カレンダー上のカリフ（Kharif-1）期に主要農産物である米の生産時

期の合間を縫うように行われている。（図 6参照） 

 

 [Cropping season] Rabi: 16 October to 15 March, Kharif-1: 16 March to 15 July, Kharif-2: 16 July to 15 October 

 

 *This figure is based on Krishi Diary of DAE 
 *Mungbean cultivation will not contradict with other crops especially jute, summer vegitables. 

図 6 バングラデシュ農業カレンダー18 

 

緑豆の栽培方法は、種を畝上に蒔かず唯ばら撒くだけといったやり方に見受けられるように、適正

な方法が確立されていない。また、農薬使用方法も慣習的で明確な根拠に基づく実施がなされていな

い。その結果、発芽率・開花率・着莢率が低く気象条件など外的要因に左右されやすく、栽培収量が

安定しないのが課題となっている。 

                                                

17 2011 Yearbook of Agricultural Statistic Bangladesh, Bangladesh Bureau of Statistics 

18 Dr. Abiar Rahman, Dept. of Agroforestry and Environment, BSMRAU 

Rabi Kharif-1 Kharif-2 Rabi

Mungbean
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Potato, wheat, and winter vegetables

Maize 

Summer vegetables(Cucumber, Eggplant, pottle, Pumpkin etc)
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現地でのマーケット価格推移は、直近の 5年間を平均すると＠45～＠50BDT/kg である。豆のサイ

ズは、前述の通り緑豆を細かく砕いたものをダル(豆)カレーとして食べる習慣が一般的なため、砕き

やすい小さいサイズのニーズが高く、マーケット価格も高値となっている。サイズの大きい豆は、小

さい豆より 5BDT/kg程度安くなっている。 

 

流通形態は、仲介人および卸売業者が農民から直接買い取り、ローカルマーケット及びダル加工業

者に販売をする形態を取っている。その際、全サイズの豆を購入する方法が一般的である。農村部は

インフラ整備が遅れているため、農民が緑豆販売先としてアクセスできる仲介人や卸売業者は非常に

限定されている。その結果、買い手市場となっており販売選択肢が少ないため、農民は提示された価

格で販売せざるを得ない状況に置かれていることが課題である。 

 

 

  

写真 3 マーケット（1）              写真 4 マーケット（2） 
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2.2.2.2.5555    農村地区農村地区農村地区農村地区のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 

 

（1）都市部との貧困格差 

 

バングラデシュでは労働人口の 48％が本事業の対象となる農業分野に従事している。さらに全

人口のうち約 70％が農村に暮らしているが、彼らは常に「貧困問題」と直面している。農村の 6

割前後の世帯が十分な広さの農地を所有しておらず、多くの人々の場合、日雇い労働者として低

賃金で地主の田畑で働いている。そのため、病気や怪我、自然災害の事態に対して柔軟に対応で

きるだけの余裕がなく、極度の経済的な危機に陥るケースも多々ある。教育や保健衛生といった

公共サービスにしても、富裕層がより多く受け、貧困層はほとんど受けられていない。経済的な

格差が社会的な格差や差別を生んでいるのが現状である。 

 

 

図 7 バングラデシュ貧困マップ19
 

 

 

 

                                                

19 Updating Poverty Maps Of Bangladesh, Bangladesh Bureau of Statistics 

注：マップ上の色が濃い地域ほど貧困率が高い。都市部よりも農村地区がある 

北西部や南部に行くほど色が濃くなっている。 
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表 6 貧困率（貧困ライン以下の人口割合）の比較20
 

貧困ライン（Upper）％ 貧困ライン（Lower）％ 
調査年 

全国 農村部 都市部 全国 農村部 都市部 

2010 31.5  35.2  21.3  17.6  21.1  7.7  

2005 40.0  43.3  28.4  25.1  28.6  14.6  

2000 48.9  52.3  35.2  34.3  37.9  20.0  

1995-96 50.1  54.5  27.8  35.2  39.5  13.7  

1991-92 56.7  58.8  42.8  41.1  43.8  24.0  

 

 

 

 

表 7 家計所得・支出の比較 20 

家計所得（月額） 家計支出（月額） 
調査年 

全国 農村部 都市部 全国 農村部 都市部 

2010 11,480  9,648  16,477  11,200  9,612  15,531  

2005 7,203  6,095  10,463  6,134  5,319  8,533  

                                                                                   （単位：タカ） 

 

 

 

表 8 土地所有面積と貧困率（2010 年）20
 

貧困ライン（Upper）％ 貧困ライン（Lower）％ 
土地（Acres） 

全国 農村部 都市部 全国 農村部 都市部 

土地所有有り 31.5  35.2  31.3  17.6  21.1  7.6  

土地所有無し 35.4  47.5  26.9  19.8  33.8  9.9  

0.05 未満 45.1  53.1  29.9  27.8  35.9  12.3  

0.05-0.49 33.3  38.8  17.4  17.7  22.1  5.4  

0.50-1.49 25.3  27.7  12.1  13.3  15.2  2.4  

1.50-2.49 14.4  15.7  6.6  7.6  8.6  1.8  

2.50-7.49 10.8  11.6  5.5  4.1  4.3  2.7  

7.50 以上 8.0  7.1  14.6  3.7  4.2  0  

 

 

 

                                                

20 The Household Income and Expenditure Survey 2010, Bangladesh Bureau of Statistics 

注：貧困ラインは、CBN法（Cost of Basic Needs）を用いて推計。2010 年の農村部の貧困率は 

都市部と比較して貧困ライン Upperで 1.6倍、Lowerで 2.7倍。 

注：2010 年の農村部の家計所得は都市部と比較して約 6割弱。 

注：2010 年の農村部において、0.5エーカー未満の土地所有者で貧困ライン Upperは 53.1％と 

半数以上。 
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（2）農民の農業技術レベル 

 

緑豆栽培に関する農家説明会や技術指導などを通じ、農民の期待の高さや情熱を感じる事がで

きた。しかし、これは裏を返せば彼らが農業指導を受けていないと共に、作物を造るにあたり非

常に狭い選択肢の中で農業を行っていることが窺える。例えば、前年じゃがいもが大暴落しても

翌年他の作物を造る術もしくは売り先を知らないので、またじゃがいもを造るといった事からそ

の現状が判る。 

 

農村地区は情報が集約されている都市部とは異なる遠隔地というデメリットのため、最新の農

業技術を学び習得する機会がほとんどない。まれに公的機関等の講習会を受ける機会があっても、

対象者はリーダー的立場の農民に限定されている。また講習資料を入手しても農民は識字率が低

いため十分に活用できていない。そのため従来の伝統的な栽培方法に頼らざるを得ないのが実情

となっている。しかし、彼らは基本的には非常に勤勉であり、マニュアルを理解すべくガイドラ

インに従って栽培しようとする姿勢が見受けられる。 

 

 

（3）課題解決に向けて 

 

バングラデシュの貧困率は低下傾向にはあるが、農村部と都市部との格差は依然解消されてお

らず是正の対策を講じる必要がある。本事業を通して、農民の雇用創出、日本の農業技術導入に

よる収量および品質の向上、適正価格で農民から収穫物（緑豆）購入に取り組むことにより、農

村地区での貧困削減に寄与していく。 
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3333．．．．本調査本調査本調査本調査のののの内容内容内容内容とととと実施計画実施計画実施計画実施計画    

 

3.13.13.13.1    本調査本調査本調査本調査のののの作業項目作業項目作業項目作業項目とととと作業日程作業日程作業日程作業日程    

 

本調査の目的は前述したように、本事業のビジネスモデル概要に基づきバングラデシュでの緑豆生

産体制構築の可能性を検証することである。そのために、事前準備及びインセプション・レポート作

成後、JICAに対する説明および協議を実施し、本調査の作業項目ならびに作業日程を策定した。（P28

表 10参照） 

 

【主な作業項目】 

（1）既存情報の収集・現況調査現状分析 

（2）現地調査 

（3）パイロット事業の実施と評価21  

（4）ビジネスモデルの構築と事業計画の策定 

 

 

3.23.23.23.2    調査団員調査団員調査団員調査団員のののの構成構成構成構成 

 

調査団員の構成は以下の通りである。 

 

表 9 調査団員の構成22 

氏名 所属 担当分野 

佐竹右行 ㈱雪国まいたけ 上席執行役員 統括 

諸澤慎二 ㈱雪国まいたけ 事業開発部 課長 副統括 

江花智康 ㈱雪国まいたけ 事業開発部  現地統括 

桜井武久 ㈱雪国まいたけ 事業開発部  施設関連・栽培保管 

西島義博 ㈱雪国まいたけ 事業開発部 係長 選別施設建設管理 

矢野浩一 ㈱雪国まいたけ 事業開発部  現地栽培指導、コーディネーター 

長南史香 ㈱雪国まいたけ 事業開発部 現地栽培指導、栽培管理（ICT） 

内藤一史 ㈱雪国まいたけ 研究開発室   カビ検査技術 

Md. AbiarRahman ㈱雪国まいたけ 事業開発部 顧問 現地栽培指導 

登坂美雪 ㈱雪国まいたけ 事業開発部 財務分析 

― GYM 栽培調査管理（委託） 

 

 

                                                

21 シーズン 1（2012 年）とシーズン 2（2013 年）の計 2 回実施 

22 調査団作成 
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表 10 作業日程23 

2012 年（シーズン 1） 2013 年（シーズン 2） 
作業項目 

1-6 月 7-12 月 1-6 月 7-12 月 

①既存情報の収集・現況調査現状分析                               

  当該国及び周辺諸国の社会経済分析                                                 

  当該国の法律・規制等に関する調査                                                 

  当該国及び周辺諸国における物流アクセスの調査                                                 

  自然条件調査、関連情報の収集                                                 

  当該 BOP ビジネスがもたらし得る開発効果の特定                               

②現地調査                                                 

  関係機関へのヒアリング及びベースライン調査の実施                                                 

  連携先となる現地 NGO の活動状況調査                                                 

  当該国の物流・販売網における現状調査                                                 

  パイロット事業準備                                                 

    a）必要設備等の検討                                                 

    b）事業スキームワークの構築                                                 

    c）大量栽培方法の検討                                                 

     d）指導方法の検討                                                 

    e）栽培管理方法の検討                                                 

    f）選別方法の検討                                                 

③パイロット事業の実施                                                 

  概略事業費の算出                                                 

  運営・組織及び事業計画の確定                                                 

  緑豆の大量生産システムの確立                                                 

    a）農家募集方法・組織の確定                                                 

    b）圃場及び農家の確保                                                 

    c）指導方法・組織の確定                                                 

    d）ガイドラインの策定                                                 

    e）栽培管理方法の確定                                                 

  緑豆選別・保管方法の確立                                                 

    a）選別・保管方法の確定                                                 

  輸出許可の取得・輸出体制の確立                                                 

  事業実施における問題点抽出及び実質コスト算出                                                 

④ビジネスモデルの構築と事業計画の策定                                                   

 

 

                                                

23 調査団作成 
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4444．．．．パイロットパイロットパイロットパイロット事業事業事業事業のののの実施実施実施実施とととと評価評価評価評価    

    

4444.1.1.1.1    パイロットパイロットパイロットパイロット事業事業事業事業のののの評価評価評価評価対象対象対象対象項目項目項目項目    

 

本調査において緑豆生産体制構築の可能性を総合的に検証するためには、以下の調査項目に関して

それぞれ検証および評価を実施する必要がある。（図 8参照） 

 

 

図 8 パイロット事業の評価対象項目24 

 

 緑豆の栽培期間は、主力生産地である西部に関しては 3月に播種開始してから 6月に収穫するまで

の約 3ヶ月間が最も適した時期である。従って、栽培自体は年 1回の作業となる。本調査において、

より有益なビジネスモデルの構築と事業計画の策定を行うためには、調査期間内にパイロット事業を

シーズン 1（2012 年）とシーズン 2（2013 年）の 2回実施する必要があると判断した。パイロット事

業 1回実施のみで調査を終えるよりも、シーズン 1実施終了後に抽出された課題の対応策を検討し、

翌シーズン 2に適用させることによって課題解決力を高めることが可能となるからである。 

 

 

 

 

 

 

                                                

24 調査団作成 
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4.24.24.24.2    パイロットパイロットパイロットパイロット事業結果事業結果事業結果事業結果をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた考察考察考察考察 

 

調査期間内に実施したシーズン 1（2012 年）とシーズン 2（2013 年）のパイロット事業結果を評価

対象項目ごとに考察し、以下の通り一覧表に記載する。 

 

表 11 パイロット事業結果を踏まえた評価対象項目の考察25 

項目 考察 

緑豆の大量生産システムの確立 

以下に記載する 3 項目調査の結果、クリアすべき課題がいくつか残さ

れているが、同国内での緑豆栽培における大量生産の事業化は可能

であると判断する。 

判断結果 

・契約農家の大規模雇用は可能 

・ただし、栽培に関して以下 2 つの問題について対策を講じる必要あり 

 「黒カビ発生リスク」、 「収穫時期の多雨による天候リスク」 

判断根拠 

【契約農家の大規模雇用】 

・パイロット事業により本事業への参画農家を一定割合確保できた 

・収穫後の緑豆を契約農家から購入する基本的仕組み作りができた 

【黒カビ発生リスク】 

・日本国内でもやし試験栽培時に同菌原因による黒く変色したもやしが

一部発生 

【天候リスク】 

・シーズン 2 栽培時のサイクロン上陸による収量大幅減 

根拠を支える 

調査結果 

【契約農家の大規模雇用】 

・シーズン 1（2012 年）栽培実績：（P35） 

・シーズン 2（2013 年）栽培実績：（P45） 

・緑豆購入方法：（P49） 

【黒カビ発生リスク】 

・ボトリオスフェリア・ロジナ菌による感染：（P37） 

・ボトリオスフェリア・ロジナ菌の感染源調査：（P49） 

【天候リスク】 

・年度・地区別緑豆収穫量実績：（P45,P47,P48） 

  
農家募集・緑豆栽培・ 

緑豆購入方法 

残課題 

【契約農家の大規模雇用】 

・現地フィールドスーパーバイザー（FS）と契約農家との関係強化が必

須であり、FS 人材育成が重要な課題 

【黒カビ発生リスク】 

・現地：ボトリオスフェリア・ロジナ菌の地域別汚染率調査、播種エリア確定 

・日本：もやし栽培時の殺菌方法の確立 

【天候リスク】 

・次回以降の栽培地区に関する再検討 

                                                

25 調査団作成 



 31 

判断結果 
・GYM 本部組織および各栽培地域組織網における農民指導体制の確

立は可能 

判断根拠 

・適正な栽培方法の調査結果を踏まえた栽培ガイドライン（ガイドライン

ビデオ含む）と農薬リスト作成、栽培指導手順および体制の構築が実

施できた 

根拠を支える 

調査結果 

・栽培ガイドラインの作成、見直し：（P51-P54） 

・農薬リストの作成、見直し：（P50,P51,P54,P55） 

・栽培指導体制の構築：（P52） 

・粒径サイズが大きい緑豆（3.5mm 以上）の比率を目標 60％に対し

58％（P55） 

  農民指導方法・指導体制 

残課題 
・FS によるモニタリング管理 

・現地スタッフでマネージャークラスの人材育成 

判断結果 ・緑豆の大規模栽培を適正に運用管理することは可能 

判断根拠 
・栽培ガイドラインに基づく栽培進捗記録（約 7500 農家分）が作成さ

れ、現地 FS によって適正に運用管理された 

根拠を支える 

調査結果 
・栽培レコードの管理方法：（P58） 

  栽培管理方法 

残課題 ・ICTシステムを実運用化するために開発ソフトの修正が必要 

判断結果 ・緑豆選別工程および保管を現地にて確保することは可能 

判断根拠 
・粒径選別は現地の既存施設を使って選別することができた 

・緑豆を冷蔵保管する設備を栽培地域で確保できた 

緑豆選別・保管方法の確立 

根拠を支える

調査結果 

・粒径選別試験：（P61,P62）・自社選別施設の建設：（P65,P66）・冷蔵保

管施設の確保：（P63） 
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残課題 

・粒径選別工程における日本基準を満たすための細かいゴミ除去 

・現地での色彩選別工程の実運用化 

・冷蔵施設に除湿機能が無いため緑豆含水率の管理不十分 

判断結果 ・緑豆を日本向けに輸出実施 

判断根拠 

・緑豆は同国の輸出禁止品目であるが、条件付きながら輸出許可が現

地関連省庁から下りた 

・輸出手続きも 2 回の実務を経験したことによって体制構築ができた 

根拠を支える 

調査結果 

・現地行政機関への申請手続き等業務の実施：（P68-P70） 

・輸出業務フローの再構築：（P72） 

輸出許可の取得・輸出体制 

の確立 

残課題 
・今後は、輸出許可を単年度取得から複数年取得に向けた交渉が課

題 

 

なお、次項以降で各評価対象項目に関して、シーズン 1 では調査内容・手法・結果および課題を、

翌シーズン 2では課題への対応と課題対応後の調査結果を記載する。 
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4444....3333    緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産システムシステムシステムシステムのののの確立確立確立確立（（（（１１１１））））：：：：農家募集農家募集農家募集農家募集・・・・緑豆栽培緑豆栽培緑豆栽培緑豆栽培・・・・緑豆購入方法緑豆購入方法緑豆購入方法緑豆購入方法    

 

【2012 年：シーズン 1】 

 

（1）具体的な調査内容 

 

北部・西部・南部の 3エリアで、緑豆栽培に適した時期（3月播種）に弊社のガイドラインに従

う農家を募集した。各エリアで実施した県（District）は以下の通りである。（表 12参照） 

 

表 12 農家募集実施エリア26
 

エリア 
実施管区

（Division） 

実施県 

（District） 
合計 

北部 Rangpur 
Rangpur, Dinajpur, Gaibandha, Kurigram, Lalmonirhat, 

Panchagarh, Thakurgaon 
7 

西部 Rajshahi Pabna, Natore 2 

南部 Barisal Barisal, Barguna, Jhalokati, Patuakhali 4 

 

 

図 9 農家募集実施エリアと GYM 本社及び輸出港との位置関係 24 

 

                                                

26 調査団作成 

North 

West 

South 

GYM Head Office 

Port 



 34 

農家からの想定購入単価として、日本向けもやし用緑豆（Big Size）は約＠70BDT/kg で購入、現

地販売用緑豆（Small Size）は約＠50BDT/kg（マーケット価格）で購入することと設定した。 

 

 

（2）調査手法 

 

上記実施県（District）内の農村ごとに農家説明会を開催した。各会場にて本事業を説明したう

えで、出席した農民の意思確認を行った後、農家リストを作成した。開催した農家説明会は延べ

100回以上に及んだ。 

 

各エリアでの募集方法は以下の通りである。（表 13参照） 

 

表 13 農家募集方法27
 

エリア 募集方法 

北部 現地合弁相手先であるグラミン・クリシ財団の組織網を活用し募集 

西部 
自前の組織を構築し募集活動 

地元大学及び農業普及局（DAE）組織と連携し募集 

南部 エージェントへ委託し、GYM が後方支援しながら募集 

 

 

 

  

 写真 5 農家説明会（1）              写真 6 農家説明会（2） 

 

 

 

 

 

                                                

27 調査団作成 
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写真 7 農家説明会（3）              写真 8 農家説明会（4） 

  

写真 9 農家説明会（5）              写真 10 農家説明会（6） 

 

 

（3）調査結果 

 

①農家数、栽培面積、収穫量の 2012 年実績は以下の通りである。（表 14参照） 

 

表 14 地域別栽培実績（2012 年：シーズン 1）28
 

エリア 農家数 栽培面積（ha） 収穫計画（t） 収穫実績（t） 達成率 

北部 4,699   1,188   1,188   400   33.7%   

西部 2,074   647   647   850   131.4%   

南部 737   449   449   250   55.7%   

計 7,510   2,284   2,284   1,500   65.7%   

 

②本事業を通じて、緑豆ならびに肥料の購入のため 2,000 名強の農民がマイクロクレジットを活

用した。 

 

                                                

28 調査団作成 
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③契約農家の多くは、主な農作物である米を一年間に雨期と乾期の 2 回栽培しており、冬期には

野菜栽培もしくは休耕している状況である。 

 

④収量・生産コストの違いはあるが、緑豆以外の主要農作物マーケット価格（直近 5 年間平均）

は以下の通りである。（表 15参照） 

 

表 15 主要農産物マーケット価格29
 

農作物品目 価格（BDT/kg） 

米（アマン） 29.87 

小麦 23.63 

トウモロコシ 15.76 

ポテト 13.66 

 

  ⑤収穫した緑豆を日本に輸入後、弊社もやし生産工場で大量生産を前提としたコンテナ試験栽培

（1トン）を行った際に黒く変色したもやしが一部混在した。 

 

  

写真 11 コンテナ試験栽培（1）         写真 12 コンテナ試験栽培（2） 

  

写真 13 黒く変色したもやし（1）         写真 14 黒く変色したもやし（2） 

                                                

29 調査団作成 
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（4）調査課題 

 

①2012 年（シーズン 1）の収穫量実績は 1,500 トンで、計画達成率は 66％であった。そのため、

エリアごとに地区（県・郡）別の栽培履歴・収穫実績データ等を分析した上で、栽培候補地の

再選定を行うこととした。 

 

②農家からの購入価格は、適正なマーケット価格および栽培コストを分析した上で事前に固定価

格として提示し、納得した農家のみ参加してもらった。しかし、マーケット価格が高騰した時

に収穫した緑豆を販売拒否した農家があった。 

 

マーケットは常に変動し、年度によっても大きく変わる。例えば降雨が続き極端に供給量が

減った時期に収穫した一部を 70BDT/kg 以上で販売した農家もあったが、逆に 50BDT/kg 以下で

売らざるを得なかった農家もいた。変動価格では、収穫した時期に確実に高値で販売できる確

約も無く、逆に原価を割り込む販売価格となるリスクもある。 

 

③販売拒否した農家の多くは GYM が貸与した播種用種子を返却しなかった。 

 

④当初、農家募集の際には緑豆サイズを 3.5mm 以上（日本輸出用）と 3.5mm 未満（現地販売用）

に分けて購入することを予定していたが、農家毎に選別する事が不可能であったため全てのサ

イズを均一金額で購入せざるを得なかった。 

 

⑤黒く変色したもやしを弊社の研究開発部門で調査・分析した結果、「Botryosphaeria rhodina（ボト

リオスフェリア・ロジナ）」という子囊菌類に属する黒色綿状カビであることが判明した。ボト

リオスフェリア・ロジナ菌は一般的に農作物であるリンゴやナシ等に寄生するが、人や動物に

感染を引き起こす病原性カビではなく、食品衛生上問題となる毒産生カビではない。しかし見

た目が悪いもやしは日本ではクレームになるため、取り除く必要がある。また同菌は通常のカ

ビより薬剤への抵抗性は高い傾向にあるが、90℃～100℃の加熱温度で殺菌が可能であることも

解明できた。しかし、少しでも過剰な温度帯や時間を掛けてしまうと緑豆内組織に悪影響を与

え、本来の成長力を十分活かすことができない状態となる等困難を伴う。また工場レベルでの

同条件での再現性には難易度が高いことから緑豆原料からもシーズン 2 以降にボトリオスフェ

リア・ロジナ菌の現地における感染源特定および除去と殺菌方法の確立が求められる。 

 

上記課題を踏まえて、2013 年（シーズン 2）の同時期に本格栽培第 2回目として農家募集を実施し

た。 
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【2013 年：シーズン 2】 

 

（1）課題への対応 

   

課題課題課題課題    １１１１    栽培候補地の再選定 

        ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    主力生産地を西部エリアに選定 

 

2012 年（シーズン 1）のエリア別収穫結果を踏まえ、2013 年（シーズン 2）の主力生産地は

西部エリアに設定することとした。理由としては、シーズン 1 で北部と西部において緑豆の大

量栽培が可能であるかを検証したが、収量は北部が 0.33 トン/haで西部が 1.30 トン/haと大き

な差が生じたためである。（P41表 17 と P42表 19参照） 

 

また、北部では大量栽培を行う前に計 3 回の試験栽培を実施したが、収量の改善方向は見受

けられながらも現地農作物の平均収量である0.8～1.0トン/haを下回って推移した経緯もある。

（表 16 参照） 

 

表 16 北部での緑豆試験栽培収量推移30
 

実施回 収量（トン/ha） 

第 1回試験栽培 0.01  

第 2回試験栽培 0.20  

第 3回試験栽培 0.56  

シーズン 1 0.33  

 

    北部の低収量の主な原因としては、他エリアと比べて気温が低いため発芽率が低下し栽培日数

が多く必要となり、その期間の分だけ雨の悪影響を受けることが挙げられる。（P39図 10・11 お

よび P40図 12・13参照） 

 

ちなみに西部の栽培日数は 65～70 日間だが、北部は 10～15 日ほど長く 75～85 日間必要とな

っている。 

 

 

 

 

 

                                                

30 調査団作成 
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図 10 エリア別の日別気温推移31
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図 11 エリア別の月別気温推移 29
 

 

注：上記の図 10 と 11 は、いずれも北部（Rangpur）・西部（Ishurdi）・南部（Barisal）の 

観測データ。 

      緑豆栽培期間（3月～6月）における北部の気温は、他エリアと比べて低い傾向にある。 

そのために緑豆の生育が若干遅れると思われる。緑豆の莢が降雨の悪影響を受けない 

ようにするためには、播種のタイミングを十分に留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

                                                

31 Bangladesh Meteorological Department 
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図 12 エリア別の日降水量推移32
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図 13 エリア別の月降水量推移 30
 

 

注：上記の図 12 と 13 は、いずれも北部（Rangpur）・西部（Ishurdi）・南部（Barisal）の 

観測データ。 

[北部] 6月中旬頃から降雨量が増え始めるため、農家は 6月末までには収穫を終えた 

ほうがよい。 

[西部] 降雨量は 7月から増加傾向となるため、北部同様 6月末までには収穫を終えた 

ほうがよい。 

[南部] 4 月の突発的なスコールには注意する必要がある。 

 

 

                                                

32 Bangladesh Meteorological Department 
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表 17 北部の地区別緑豆収穫量実績（2012 年：シーズン 1）33
 

Production 

Amount 

Purchase 

Amount 

Production 

per ha 

Purchase 

per ha 
Region 

Plan (ｔ) Result(t) Result(t) 
／Sowing 

area (t) 

／Harvest 

area (t) 

Gangachara 3.7  3.1  0.7 0.84 0.18 
Rangpur 

Shatibari 10.7  9.4  4.6 0.87 0.42 

Rajarhat 9.3  2.2  0.1 0.24 0.01 
Kurigram 

Sadar 20.6  15.0  0.0 0.73 0.00 

Lalmonirhat Kaliganj 24.3  9.1  1.5 0.37 0.06 

Birganj 16.2  0.9  0.1 0.06 0.00 

Jharbari 16.2  2.3  0.9 0.14 0.05 Dinajpur 

Bochagang 16.8  8.3  0.2 0.49 0.01 

Debiganj 22.8  6.2  0.4 0.27 0.01 
Panchagarh 

Atwari 136.2  21.9  6.4 0.16 0.04 

Baliadangi 487.0  80.7  42.4 0.17 0.09 

Ranisankail 43.3  11.8  0.9 0.27 0.02 

Pirganj 12.1  5.5  4.0 0.45 0.30 

Mathurapur 69.3  6.5  2.6 0.09 0.03 

Thakurgaon 

Gorea 15.2  3.0  1.1 0.02 0.07 

GKF Sub Total 903.7  185.9  65.9 0.21 0.07 

Rangpur 

Gaibandha 

etc. 

Mr. Sirajul 284.3  210.0  92.2 0.73 0.43 

Total 1188.0  395.9  158.0 0.33 0.14 

 

 

表 18 北部の時期別緑豆収穫比率（2012 年：シーズン 1）31
 

Period JUN 1st JUN 2nd JUN 3rd JUN 4th JUL 1st JUL 2nd Total 

1st 12.5% 10.0%  2.5% － － － 25% 

2nd － － 12.5% 25.0% 12.5% － 50% 

3rd － － － － 12.5% 12.5% 25% 

Total 12.5% 10.0% 15.0% 25.0% 25.0% 12.5% 100% 

                                                

33 GYM Cultivation Record 2012 
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表 19 西部の地区別緑豆収穫量実績（2012 年：シーズン 1）34
 

Production  

Amount 

Purchase  

Amount 

Production 

per ha  

Purchase 

per ha 
Region 

Plan (ｔ) Result(t) Result(t) 
／Sowing 

area (t) 

／Harvest 

area (t) 

Natore Lalpur 305.6  433.3  204.1  1.41  0.67  

Pabna Ishwardi 341.4  412.7  102.3  1.21  0.30  

Total 647.0  846.0  306.4  1.30  0.49  

 

 

表 20 西部の時期別緑豆収穫比率（2012 年：シーズン 1）32
 

Period May 4th JUN 1st JUN 2nd JUN 3rd JUN 4th JUL 1st Total 

1st 9.0% 9.0% 13.0% 13.0% 4.0% － 48.0% 

2nd － － 8.0% 12.0% 12.0% 8.0% 40.0% 

3rd － － － － 7.0% － 7.0% 

Total 9.0% 9.0% 21.5% 25.5% 22.0% 8.0% 100% 

 

 

そこでシーズン 2 では、北部における組織体制の再構築および栽培管理方法の実践徹底を目

的として、北部の栽培面積を縮小した。（表 21 参照） ただし、今回の取り組みで収量が向上

すれば次年度以降、拡大を再検討することとした。 

 

 

表 21 地域別栽培計画（2013 年：シーズン 2）35
 

エリア 
実施管区 

（Division） 

実施県 

（District） 
農家数 

栽培面積

（ha） 

北部 Rangpur Rangpur, Kurigram 1,791  422  

西部 Rajshahi Pabna, Natore 4,488  1,711  

南部 Barisal 
Patuakhali, Barguna, Barisal, Jhalakathi, 

Faridpur 
1,108  463  

合計 9 7,387  2,596  

    

                                                

34 GYM Cultivation Record 2012 
35 調査団作成 
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課題課題課題課題    ２２２２    マーケット価格が高騰した時に、収穫した緑豆を販売拒否した農家があった 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    
現地フィールド・スーパーバイザー（FS）と農家の関係強化 

販売拒否農家が発生した際には、以降の買い取りを行わない旨を通告 

 

    シーズン 1において、マーケット価格高騰時に収穫した緑豆を契約どおりに GYM に販売しな

い複数の農家があった。シーズン 2では、農民指導を担う FSが農家と密接なコミュニケーショ

ンを取ることによって、固定価格のメリットを十分に納得してもらうように進めた。それでも

販売拒否する農家が発生した際には、以降の買い取りを行わない旨を通告することも念頭に入

れることとした。 

    

 

課題課題課題課題    ３３３３    販売拒否した農家の多くは GYM が貸与した播種用種子を返却しなかった 

                ↓↓↓↓    

対対対対応応応応    買い取り方式に変更 

 

シーズン 1 では貸与形式で収穫時に相殺したが、シーズン 2 では播種時の買い取り取形式と

した。（シーズン 1で播種用種子を転用した農家に対しては、シーズン 2参加前に代金清算を条

件提示。）なお、当社の指導にもかかわらず収穫した緑豆を転売した農家は次年度以降の参加を

検討することとした。 

 

 

課題課題課題課題    ４４４４    緑豆サイズについて農家毎の選別が不可能 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    粒径が大きい緑豆栽培に対するモチベーション向上およびインセンティブ環境作り 

 

全てのサイズを購入する際、粒径が大きい緑豆栽培に対するモチベーション向上およびイン

センティブ環境作りに取り組んだ。 

 

（a）農家説明会の際に、日本の農業技術導入（＝粒径が大きい緑豆栽培方法）が収量を向上さ

せ、結果として農家の収入増に繋がることを説明し理解を促した。 

（b）栽培指導（ガイドライン・パンフレット配布、ガイドライン・ビデオ上映会含む）の際に

も、上記同様の対応を行った。 

（c）栽培ガイドライン内容を守らずに栽培を行い、収穫した豆が当社基準に至らなかった場合

には買い取り拒否する旨を事前通知した。 
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課題課題課題課題    ５５５５    もやし工場での試験栽培時に黒く変色したもやしが発生 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    ボトリオスフェリア・ロジナ菌の感染源特定および除去と殺菌方法の確立 

 

   ボトリオスフェリア・ロジナ菌の感染源調査として以下の項目に取り組んだ。 

 

（a）栽培ロット別（地域・収穫時期）感染率調査 

（b）栽培工程別（土壌・種子・栽培後保管）感染率調査 

 

   併せてボトリオスフェリア・ロジナ菌の殺菌に関し、現地法律（農薬取締法）と日本法律（残

留農薬基準）に照らし合わせて、現地農業大学 BSMRAU（Bangabandhu Sheikh Mujibur Rahman 

Agricultural University）協力のもと以下の項目に取り組んだ。 

 

（c）現地での農薬を使用した殺菌試験 

（d）現地での緑豆に対する同菌予防試験 

      (e) もやし工場での殺菌方法の確立 

 

  

写真 15 BSMRAUでの試験（1）        写真 16 BSMRAUでの試験（2） 
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（2）課題対応後の調査結果 

 

①栽培実績 

シーズン 2の播種期間（3月末迄）は、例年にない干害とホルタルによる前作収穫と出荷が大

幅に遅延した影響で、農民の播種作業が思うように進まなかった。そのため、栽培播種総面積は

合計 2,043 ヘクタールと当初計画を 20％強ほど下回った。特に北部の影響度は他地域よりも強

く、計画達成率は 50％に終わった。 

 

また収穫量に関しても、詳細は後述するが度重なる自然災害およびホルタルの影響で合計 761

トン（計画達成率 37％）と壊滅的な結果となってしまった。 

 

表 22 地域別栽培実績（シーズン 1 とシーズン 2 の比較）36
 

エリア パイロット事業 農家数 栽培面積（ha） 収穫計画（t） 収穫実績（t） 達成率 

シーズン１ 4,699  1,188  1,188  400  33.7% 

当初 1,791 当初 422 北部 
シーズン２ 

最終 818 最終 211 
211  65  30.8% 

シーズン１ 2,074 647 647  850  131.4% 

当初 4,488 当初 1,711 西部 
シーズン２ 

最終 3,723 最終 1,397 
1,397  339  24.3% 

シーズン１ 737 449 449  250  55.7% 

当初 1,108 当初 463 南部 
シーズン２ 

最終 1,108 最終 435 
435  357  82.1% 

シーズン１ 7,510 2,284 2,284  1,500  65.7% 

当初 7,387 当初 2,596 計 
シーズン２ 

最終 5,649 最終 2,043 
2,043  761  37.2% 

 

播種終了後の栽培期間、北部では 5月中旬頃にサイクロン「マハセン（Mahasen）」接近時の強

風を伴う大雨により圃場内の畝が崩れて株がほとんど倒れてしまった。また雨と共に雹が降った

ため、茎の折れや葉・花・莢の落下等被害は甚大となった。水害の該当地域の緑豆は発芽率低下

および前述のボトリオスフェリア・ロジナ菌感染が懸念されるため、日本への輸出は見送った。

（緑豆が 48 時間以上水に浸っていると発芽率に悪影響を及ぼす。） 

 

                                                

36 調査団作成 
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西部では、4 月以降も長らく降雨に恵まれない状態が続いたが、サイクロン「マハセン

（Mahasen）」上陸と同時期の 5 月中旬以降は一転して連日雨天となった。このような過去に例

を見ないほどの天候不調が株の生長や莢の生育に大きな被害を与えた。被害レベルが中程度の

圃場でも、収穫作業時に発生するコスト負担を避けるために収穫自体を諦める農家もいた。 

 

 

 

写真 17 北部 Rangpur 圃場（1） 

写真 19 西部 Ishwardi 圃場（1） 

写真 18 北部 Rangpur 圃場（2） 
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栽培エリア別の最終的な収量であるが、上記の通り多大な影響を受けたため、北部は 0.31 ト

ン/haと前年実績 0.33 トン/haからの改善は見られず、西部でも 0.24 トン/haと前年実績 1.30

トン/ha を大幅に下回る結果となった。ちなみに南部は 0.82 トン/haであった。（表 23 と P48

表 24・25参照）今回特に影響が大きかった天候リスクに関しては、莢形成後から収穫期までの

多雨は品質にも著しい影響を及ぼす事が判った。今後収穫時期での多雨を避ける為に播種時期

を早める事を検討する。しかし播種時期を早めた場合、低温と干ばつの影響を内在している。

併せて生産地選定を含めた栽培計画において引き続き取り組むべき課題とする。 

 

表 23 北部の地区別緑豆収穫量実績（2013 年：シーズン 2）37
 

  
Production 

Amount 

Purchase 

Amount 

Production 

per ha 

Purchase 

per ha 
Region 

Area 

(FS) 
Plan (ｔ) Result(t) Result(t) 

／Sowing 

area (t) 

／Harvest 

area (t) 

Sador Israfil 66.00 7.55 7.12 0.11 0.11 

Gangachara Joynul 31.00 4.97 3.21 0.16 0.10 

Kawnia Zamrul 22.00 2.00 1.49 0.09 0.07 

Pirgacha Harun 34.00 4.20 2.39 0.12 0.07 

Taraganj 10.00 12.07 1.21 

Rangpur 

Mithapulur 12.00 10.47 0.89 

Kurigram Sador 

Sirajul 

24.00 21.96 

2.91 

0.90 

0.29 

Mr. Iqbal 12.00 2.07 1.68 0.17 0.14 

Total 211.00 65.29 18.80 0.31 0.09 

 

                                                

37 GYM Cultivation Record 2013 

写真 20 西部 Ishwardi 圃場（2） 
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表 24 西部の地区別緑豆収穫量実績（2013 年：シーズン 2）35
 

  
Production 

Amount 

Purchase 

Amount 

Production 

per ha 

Purchase 

per ha 
Region 

Area Plan (ｔ) Result(t) Result(t) 
／Sowing 

area (t) 

／Harvest 

area (t) 

No.1 136.00 30.67 19.32 0.23 0.14 

No.2 116.00 22.87 13.26 0.20 0.11 

No.3 100.00 32.35 15.48 0.32 0.16 
Pabna Ishwardi 

No.4 124.00 18.93 9.78 0.15 0.08 

No.5 162.00 29.10 17.22 0.18 0.11 

No.6 103.00 32.60 21.06 0.32 0.21 

No.7 128.00 24.01 13.32 0.19 0.10 
Lalpur 

No.8 102.00 34.09 22.56 0.33 0.22 

No.9 49.00 22.00 18.72 0.45 0.39 

No.10 68.00 20.89 14.46 0.31 0.21 Boraigram 

No.11 77.00 19.99 13.14 0.26 0.17 

Lalpur No.12 110.00 18.13 10.38 0.16 0.09 

No.13 79.00 21.28 13.62 0.27 0.17 

Natore 

Bagatipara 
No.14 43.00 12.29 8.40 0.28 0.19 

Total 1397.00 339.20 210.72 0.24 0.15 

 

 

表 25 南部の地区別緑豆収穫量実績（2013 年：シーズン 2）38
 

  
Production 

Amount 

Purchase 

Amount 

Production 

per ha 

Purchase 

per ha 
Region 

Area Plan (ｔ) Result(t) Result(t) 
／Sowing 

area (t) 

／Harvest 

area (t) 

Patuakhali Dasmina A 390.00 304.97 92.82 0.78 0.24 

Barguna Patharghata B 19.00 22.67 1.19 

Barisal / 

Jhalakati 

Banaripara/ 

Jhalokati 
C 18.00 18.63 

12.36 
1.03 

0.32 

Faridpur Boalmari D 8.00 10.54 0.00 1.32 0.00 

Total 435.00 356.81 105.18 0.82 0.24 

 

 

                                                

38 GYM Cultivation Record 2013 
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②緑豆購入方法 

緑豆購入に際しては、農家の収穫期に合わせて GYM が各エリアにコレクション・センターを

臨設した。予め固定価格で全サイズ購入する旨を周知徹底して、農家の輸送負担を極力低減する

ためにアクセスしやすい場所（例えば農村食料雑貨店の一角など）をコレクション・センターと

して数多く選定・設置して対応した。 

 

その結果、販売を拒否する農家数は顕著に減少した。会場では農家が持ち込んだ豆の品質チ

ェック、計量、購入代金支払い等を行った。 

 

  

写真 21 コレクション・センター（1）        写真 22 コレクション・センター（2） 

 

 

 ③ボトリオスフェリア・ロジナ菌の原因究明および対策 

   栽培ロット別感染率の調査結果は Season１・２共に北部・西部地域のロットが 8～14％と高く、

南部地域のロットは 1％以下であった。南部 Barisalで最初に収穫した緑豆はボトリオスフェリ

ア・ロジナ菌の影響をほとんど受けていないことが判った。 

 

   感染源として想定される緑豆栽培工程ごとに調査を実施したが、収穫後脱穀前の緑豆の莢の中

からボトリオスフェリア・ロジナ菌が検出されたため、選別・保管・輸送工程以前の圃場での感

染であると特定された。（ちなみに保管工程である冷蔵保管庫内の調査結果では検出されなかっ

た。）感染源の特定として土壌なのかそれとも種子感染なのかは、未だ特定されていない。土壌

テストを西部及び南部にて実施した。しかし出現率が低いためか検出されなかった。また種子感

染の可能性については、同菌の影響度がほとんどない南部地域に西部種子を使用しテストしたが

栽培シーズンでなかった為低温の影響で収穫できなかった。次シーズンも引き続き検証を続ける。 

 

   ボトリオスフェリア・ロジナ菌の殺菌調査結果は、現地で入手可能な殺菌剤バビスティン

（Bavistin）が有効であることが判った。しかし直接殺菌剤として使用した場合は日本での残留

農薬基準を超過するので使用できない。今後、同薬剤にて播種時種子トリートメントならびに土

壌殺菌有効性調査として使用可能な方法を調査する。 
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4444....4444    緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産システムシステムシステムシステムのののの確立確立確立確立（（（（２２２２）：）：）：）：農民指導農民指導農民指導農民指導方法方法方法方法・・・・指導体制指導体制指導体制指導体制のののの確立確立確立確立 

 

【2012 年：シーズン 1】 

 

（1）具体的な調査内容 

 

GYM 本部組織および各栽培地域組織網における適正な緑豆栽培方法を踏まえた農民指導体制の確

立に取り組んだ。 

 

 

（2）調査手法 

 

 以下に関して、国内および現地にて調査を実施した。 

 ①緑豆最大生産国である中国での栽培方法に関して、日本商社より聞き取り調査 

 ②残留農薬基準値と使用可能農薬の選定調査 

 ③現地栽培方法に関して、農業大学教授及び農業関係者より聞き取り及び視察 

 ④過去に現地圃場で実施した GYM の試験栽培検証 

 

 

（3）調査結果 

 

①中国での播種は、ラインソーイング（Line Sowing：畝作り）であることが判った。バングラデ

シュでの播種は、種子を圃場にばら撒くブロードキャスティング（Broadcasting：散播）が一般

的であるため、本事業においては農民に対する徹底した指導が必要となった。 

 

  

写真 23 畝作りをした圃場（1）           写真 24 畝作りをした圃場（2） 

 

②残留農薬基準は、厚生労働省がポジティブリスト制度に基づき設定している食品分類の小豆類

に準じることとした。また、使用農薬に関しては、日本国内で使用許可されているもので、現

地でも入手可能なものを以下のとおり選定した。（P51表 26 参照） 
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表 26 現地で入手可能な指定農薬リスト（シーズン 1：2012 年）39
 

Chemical  

Name 

Commercial  

Name 

Company  

Name 

Dose 

(ml/ltr water) 
Frequency 

Req. Amt. 

/ha 

Cypermethrin 

+ Profinofos 
Sobicron Syngenta 20/10 3 988 

Thiomethocam Ektara Syngenta 2gm/10 3 98.8 

Abamectin Vertimak Syngenta 12/10 3 592.8 

Chloropyrifos Ripcord Padma Oil Co 30/10 3 1,482 

 

③過去の試験栽培結果（P38表 16 参照）より、雨の影響を避けるために播種時期は 3 月末迄とし

た。 

 

④緑豆の栽培工程（図 14参照）に基づき、現地農民用の栽培ガイドラインを作成した。栽培ガイ

ドラインを作成するまで現地農民は、主要農作物の米作以外の乾期は手間を掛けたくない意向

が強かった。（種子は圃場にばら撒いた後ほったらかしの状態であった。）そこで、ラインソー

イング・灌漑・除草・畝作りといった手間を必要とするが適正な栽培方法には欠かせない項目

をガイドラインに織り込んだ。（P52図 15参照） 

 

緑豆栽培工程緑豆栽培工程緑豆栽培工程緑豆栽培工程（（（（栽培栽培栽培栽培ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン項目項目項目項目））））緑豆栽培工程緑豆栽培工程緑豆栽培工程緑豆栽培工程（（（（栽培栽培栽培栽培ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン項目項目項目項目））））
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図 14 緑豆栽培工程40 

                                                

39 Bangladesh Local Market Survey 
40 調査団作成 
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Cultivation Guideline Cultivation Guideline （（（（（（（（SeasonSeason11））））））））

 

図 15 シーズン 1用栽培ガイドライン（一部抜粋）41 

 

⑤栽培指導にあたっては、GYM 本部が統括指導責任部門として各エリアの FSトレーニング実施

後、それぞれの FSが直接、農民への栽培指導を担う体制とした。（図 16 参照） 

 

GYM GYM OrganogramOrganogram
((MungbeanMungbean CulivationCulivation in Season 1)in Season 1)

GYM Head OfficeGYM Head Office

North West South

CoordinatorCoordinator CoordinatorCoordinator AgentAgent

FSFS：：18 person18 person

FLFL：：40 person40 person

FSFS：：9 person9 person 2 Companies2 Companies

FarmerFarmer：：4,6994,699
AreaArea：：1,188 ha1,188 ha

FS of CompanyFS of Company

FarmerFarmer：：2,0742,074
AreaArea：：647 ha647 ha

ManagerManager

FarmerFarmer：：737737
AreaArea：：449 ha449 ha

※※※※FS: Field Supervisor, FL: Farmer Leader

Cultivation
Training

 

図 16 農民への栽培指導体制 39
 

                                                

41 調査団作成 
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（4）調査課題 

 

①日本の農業技術導入による収穫量向上の効果は確認されたが、粒径サイズを大きく栽培するとい

う取り組みに関しては、粒径 3.5m 以上の割合が目標 60％に対し実績 53％に留まった。 

 

農民が栽培ガイドラインの内容を充分に理解できておらず、各栽培工程において必要な作業の

実践が不十分であったことが大きな要因であったと考えられる。ガイドライン・パンフレットの

配布は 100％実施したが、文字での説明が多く改良の必要性を感じた。ガイドライン・ビデオの

活用も 20％程度に留まった。 

 

また、播種用種子としてマーケットから購入した緑豆は粒径が小さかった。次年度は、シーズ

ン 1で収穫した緑豆の中から粒径が大きい豆を播種用種子としてストックする必要がある。 

 

②日本の農薬基準に準じ農薬を決定したが、必要とされる薬品ごとに一種類選定としたため一部購

入できないエリアがあった。 

 

 

【2013 年：シーズン 2】 

 

（1）課題への対応 

 

課題課題課題課題    １１１１    粒径を大きくするための栽培ガイドライン見直し 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    リン施肥の追記・灌漑時期の変更等および図・写真活用による判り易さを反映 

 

日本国内の工場で商品性の高いもやしを生産するためには、原料となる緑豆の粒径サイズが大

きいことが求められる。そのためには、栽培段階で“粒径を大きくする”に焦点をあてたガイド

ラインの見直しが必要となった。 

 

具体的にはリンの施肥、灌漑時期の変更等を織り込んだ。また、ガイドライン・パンフレット

の内容も農民の識字率を考慮し、図や写真を多用して判り易さに重点を置くように修正した。

（P54図 17参照） 

 

併せて、ガイドライン・ビデオの活用に関しても、農民集会を定期的に開催しその場での普及

を実施することとした。 
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Cultivation Guideline Cultivation Guideline （（（（（（（（Season2Season2））））））））

 

図 17 シーズン 2用栽培ガイドライン（一部抜粋）42 

 

 

課題課題課題課題    ２２２２    選定した農薬リストでは一部購入できないエリアが発生 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    
薬品ごとに少なくとも農薬メーカー2 社購買体制とする 

現地農薬会社と連絡を取り、農民集会で農薬散布方法の勉強会を実施 

 

現地で GYM の指定農薬が購入できない状況を避けるために、少なくともメーカー2社購買体

制にした。（P55表 27参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

42 調査団作成 
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表 27 現地で入手可能な指定農薬リスト（2013 年：シーズン 2）43
 

Chemical  

Name 

Commercial  

Name 

Company  

Name 

Dose 

(ml/ltr water) 
Frequency 

Req. Amt. 

/ha 

Sobicron Syngenta 20/10 3 988 Cypermethrin 

+ Profinofos Celcron Haychem 20/10 3 988 

Ektara Syngenta 2gm/10 3 98.8 
Thiomethocam 

Spike Mimpex 2gm/10 3 98.8 

Vertimak Syngenta 12/10 3 592.8 

Embush Haychem 10/10 3 494 Abamectin 

Wander Mimpex 10/10 3 494 

Ripcord Padma Oil Co 30/10 3 1,482 

Pyrifos Macdonald 30/10 3 1,482 Chloropyrifos 

Mimbar Mimpex 30/10 3 1,482 

 

 

（2）課題対応後の調査結果 

 

契約農家が栽培ガイドラインの重要性を十分に理解しガイドライン内容に従うことを目的とし

て、農民指導を担う FSが農家トレーニングを各地域で開催した。具体的には、播種開始に先立ち

農村地区ごとに 30～50名規模のグループに分けて、ガイドラインに沿った農家トレーニングのプ

ログラムを実施した。 

 

また、農家トレーニング終了後も FSが定期的に農家および圃場を巡回し、栽培指導を行うこと

を徹底した。今後栽培レベルを上げるには更なる FSによるモニタリング強化が不可欠となる為に 

 体制づくりを実施していく。 

 

その結果、シーズン 2 における粒径選別後の粒径 3.5mm 以上の割合は 58.1％となり、シーズン

1の実績 53％と比べて約 5％アップした。つまり、農民の理解度向上を図り粒径サイズを大きくす

る今回の指導方法が、粒径 3.5mm 以上の目標シェア 60％に対して達成率 97％まで貢献したことと

なる。今後もやし品質アップの為にも粒径基準を 3.6mm、3.8mm とより大きいサイズを作ることを

目標とする。 
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写真 25 播種                          写真 26 灌漑 

 

  

写真 27 農薬散布（指定農薬）                  写真 28 収穫 
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4444....5555    緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産緑豆大量生産システムシステムシステムシステムのののの確立確立確立確立（（（（３３３３）：）：）：）：栽培管理方法栽培管理方法栽培管理方法栽培管理方法のののの確立確立確立確立 

 

【2012 年：シーズン１】 

 

（1）具体的な調査内容 

 

緑豆の大規模栽培を適正に運用管理するために、栽培ガイドラインに基づいた栽培進捗の記録

（Cultivation Record：栽培レコード）ならびに ICT システムの活用に取り組んだ。 

 

 

（2）調査手法 

 

 ①ICT システム（図 18 と P58図 19参照） 

農民を WEB上に登録し、それぞれの栽培状況ならびに栽培記録（履歴）をリアルタイムに日

本とバングラデシュ双方で共有できる環境づくりを行い、システムの活用状況を把握。 

 

Information and Communication Technology (ICT)Information and Communication Technology (ICT)

Components and Features

Field Office
(Rangpur / Ishwardi)

PC & Browser

Farmer 
(Field / Farm)
Mobile Phone

GYM (Dhaka)
PC & 

Browser

IFMS System
Server (App, DB, SIP, IVR, 

SMS GW), GSM GW

YMC (Tokyo)
PC & 

Browser

• Farm work and Plantation Monitoring by Experts 
– Web based data and MMC sharing

• Farmers’ Communication with Experts 
– Web based query, SMS based query, C2D

• Farmers’ Communication with HQ
– Web and mobile phone based report sharing, C2D

• Farmers’ Access to Knowledge Base 
– Web search, SMS push-pull

• Farming Knowledge Dissemination and Precaution 
Alert 

– Web message, SMS

MMC – Multi Media Card      IFMS - ICT based Farming and management Support System

C2D   - Core 2 Duo SMS   - Short Mail Service 

 

図 18 ICT システム概要（1）44 
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Information and Communication Technology (ICT)Information and Communication Technology (ICT)

IFMS – ICT based Farming and 

management Support System

Mr. Shyamal
Field Office, 

North (Rangpur)

�Supports farmers in 

accessing the system

�Assist farmers in

status reporting

�Help farmers  taking 

pictures

Mr. Mr. ShyamShyamaall
Field Office, Field Office, 

North (North (RangpurRangpur))

�Supports farmers in 

accessing the system

�Assist farmers in

status reporting

�Help farmers  taking 

pictures

Mr. Abiarbd
Field Office, 

West (Ishwardi)

�Supports farmers in 

accessing the system

�Assist farmers in 

status reporting

�Help farmers  taking 

pictures

Mr. Mr. AbiarbdAbiarbd
Field Office, Field Office, 

West (West (IshwardiIshwardi))

�Supports farmers in 

accessing the system

�Assist farmers in 

status reporting

�Help farmers  taking 

pictures

Mr. Farmer Field, Rangpur

�Share planting activity & stage info

�Search web,  push-pull by SMS

�Post queries and messages

�Talk to experts (C2D)

�Updates product picture, quantity,

asking price etc. using web and 

mobile phone 

Mr. FarmerMr. Farmer Field, Field, RangpurRangpur

�Share planting activity & stage info

�Search web,  push-pull by SMS

�Post queries and messages

�Talk to experts (C2D)

�Updates product picture, quantity,

asking price etc. using web and 

mobile phone 

Mr. Ebana
GYM, Dhaka

�Monitors farming activities

�Evaluates planting stages

�Supports with knowledge

�Talk to farmers (C2D)

�Share product demand, 

offered price and other 

market info

�View farmers’ profiles

�View statistical info of the 

sites

Mr. EbanaMr. Ebana
GYM, DhakaGYM, Dhaka

�Monitors farming activities

�Evaluates planting stages

�Supports with knowledge

�Talk to farmers (C2D)

�Share product demand, 

offered price and other 

market info

�View farmers’ profiles

�View statistical info of the 

sites

Mr. Satake
YMC, Tokyo

�Oversee all activities by 

Dhaka and field office

�Enjoy all feature like GYM

Mr. SatakeMr. Satake
YMC, TokyoYMC, Tokyo

�Oversee all activities by 

Dhaka and field office

�Enjoy all feature like GYM

IFMS System
GCC, Dhaka

�Generates automatic 

knowledge messages

�Sends  precaution alerts

�Responds to sms push-pull

IFMS SystemIFMS System
GCC, DhakaGCC, Dhaka

�Generates automatic 

knowledge messages

�Sends  precaution alerts

�Responds to sms push-pull

Actors and Operation

 

図 19 ICT システム概要（2）45 

 

 

②栽培レコード 

   契約農家と直接コミュニケーションを取り、栽培の進捗状況を把握すべき立場にある現地フィ

ールド・スーパーバイザー（FS）が栽培レコードを適正に記録しているか確認。 

 

 

（3）調査結果 

 

①シーズン 1での ICT システムは、パソコンが使用できる環境でのみ有効であったため、パソコン

を所有している FSが不足している農村ではリアルタイムでの運用が不十分であった。また、テ

スト運用実施も農民登録に留まり、栽培状況の把握・管理までには至らなかった。 

 

②栽培レコードに関しては、エリアごとにコーディネーターが FS会議を毎週定期開催することに

よって、適正に運用管理されることが確認された。管理形式として表計算ソフトウエアのエクセ

ルを用いた。 

 

 

（4）調査課題 

 

①システムが複雑すぎるなど使い勝手の悪さや、実運用する上でインターネット通信速度の問題が

                                                

45 調査団作成 
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あることが判明した。また、現地スタッフの IT 知識及び英語力の問題により、ICT の活用が進

まなかった。 

 

 

【2013 年：シーズン 2】 

 

（1）課題への対応 

 

課題課題課題課題    １１１１    ICT 活用が進まなかったためシステムの改善が必要 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    FS や農民が携帯電話を活用して栽培状況を報告できるシステムを再構築 

 

バングラデシュの携帯電話普及率は 56.5％（2011 年）46と過半数を占めており、本事業を展開

している農村地区でも携帯電話を使用している農民が多く見受けられる。従って、FS や農民が携

帯電話を活用して栽培状況をリアルタイムに報告できるようなシステムを再構築し、栽培状況の

進捗管理を主目的とした内容に設計変更した。 

 

運用準備としてシーズン 2 の契約農家（約 7,500名）のデータベース化を終えた後、FSに対す

る携帯電話を使ったデータ入力方法のトレーニングを実施することとした。 

 

ICT Mobile ManualICT Mobile Manual

How to check datHow to check data a →→

←← How to How to input datainput data

 

図 20 FS 対象トレーニング用携帯電話を使った ICT マニュアル（抜粋）47 

                                                

46 ITU-World Telecommunication/ICT Indicators Database, June 2012 
47 調査団作成 
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（2）課題対応後の調査結果 

 

契約農家のデータベース完了後、FS が入力した栽培状況データを一覧表で確認する段階になっ

て、現地農村地区での極端に遅いインターネット通信速度ため、パソコンで閲覧できない事態と

なってしまった。具体的には、今回のシステムでは農民 100 名以上の一覧表はアップロードでき

なかった。FSが管理する最小単位ユニオン内には 100名以上の農民が参加したエリアが複数存在

したので、シーズン 2での実運用には至らなかった。 

 

今回プログラミングした ICT システムとエクセルを使った栽培レコードの作業オペレーション

比較を行った結果、エクセルが作業効率面でメリットがあったため、シーズン 2 ではエクセル・

ベース管理とした。 

 

今後、インターネット通信環境の現状に即したパフォーマンス速度改善と仕様変更後の使い勝

手に関する調査・検証を行うこととした。 
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4444....6666    緑豆選別緑豆選別緑豆選別緑豆選別・・・・保管方法保管方法保管方法保管方法のののの確立確立確立確立 

 

【2012 年：シーズン１】 

 

（1）具体的な調査内容 

 

 緑豆の選別工程として、ゴミ除去・粒径選別・色彩選別・クリーニング施設の確保に取り組んだ。

また、保管方法に関しては、冷蔵貯蔵施設の確保を行った。 

 

 

（2）調査手法 

 

 国内で日本商社及び穀物選別機械メーカーより聞き取り調査の上、現地の選別施設を複数訪問、選

別試験を実施した。 

 

 

（3）調査結果 

 

①収穫した緑豆からゴミを除去する作業は、粒径選別工程に運搬する前処理段階として、各農家

にて実施した。 

 

  

写真 29 ゴミ除去（1）                   写真 30 ゴミ除去（2） 

 

②粒径選別は、現地で既存の選別施設（Grading Center)で選別試験を実施した結果、粒径 3.5mm 以

上（日本輸出用）と 3.5mm未満（現地販売用）に選別することは可能と判明した。（P62図 21参

照） 

 

ただし、現地施設内の機械に取り付ける緑豆専用の選別網を別途製作、手配する必要があっ

た。また、劣悪な電気事情のなか停電で機械が止まってしまうことも実際にあったので、工程

日数の見直しをせざるを得ない事態も発生した。 
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MungbeanMungbean Grading TestGrading Test

Name  

Processing Capacity Per      t/hours

Net Size Small .  

Per      t/day (      hours)

Storage  Capacity t Acceptance time     :   ～ ： .

Percentage

Accuracy

10   %

Big 1%
Small 0%

3.5  mm 3.5  mm 3.5  mm 3.5  mm mm

%

.

Comment
※1) Bean had come from net setting space because use 1 net rounding. 

※2) Final graded bean had come from end space of net (sieve). So, big size rate was increased.
※3) It was considered that due to speedy grading or machine’s self.

Area Chief

Mobile  

Mung Bean Picture

No picture

Cleaning .

Big 1%
Small 99%

※※※※1) Big 70%
Small 30%

Big 5%
Small 30%

※※※※2) Big 70%
Small 30%

※※※※3) Big 80%
Small 20%

40   % 7.5   % 5   % 7.5   % 30   %

4/27_15:00_Banaripara(Habib) Dal milOriginal size: big-30%, small-70%*Used: 80kg

 

図 21 粒径選別試験（例）48 

 

 

  

写真 31 粒径選別機械（1）               写真 32 粒径選別機械（2） 

 

 

③色彩選別に関しては、現地には米用機械しか存在せず、正確には選別することができなかった。

同国では豆を色彩選別する習慣がないため、現地で緑豆の色彩選別工程を実施するためには専

用の豆用機械を輸入する必要がある。 

 

また、もやし生産用の原料として求められる色彩基準をクリアするためには、色彩選別機械

の設定プログラミングに熟練を要することも判った。  

 

                                                

48 調査団作成 
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④クリーニング施設は、当社基準に至らず引き続き調査が必要である。実際に日本に輸入した緑

豆袋を開封したところ、さまざまなゴミが散見された。具体的には、莢・小石・ネジや釘など

の金属片・ジュート紐など多岐にわたって混在していた。 

 

⑤栽培収穫期間に緑豆を保管する冷蔵庫は、北部のロンプール（Rangpur）県内と西部のパブナ

（Pabna）県内にそれぞれ確保した。（図 22参照） 

 

MungbeanMungbean Flow After HarvestingFlow After Harvesting

Farmer

Farmer Leader Farmer Leader

North West South

Grading 

Center (Size)

Cold Storage

【【【【Rangpur】】】】

Farmer Farmer7 districts 2 districts 4 districts

CHITTAGONG PORT

JAPAN

Grading 

Center (Size)

Cold Storage

【【【【Ishwardi】】】】

Sorting

STOCK
（inspection 

place）

BANGLADESH
Market Mung bean for JAPAN

1) Size
2) Color

Mung bean for BANGLADESH

Dal

Dal

Dal

Dal

North Area Mung bean  

West Area Mung bean  

South Area Mung bean  

Farmer Leader

 

図 22 緑豆収穫後の流れ（粒径選別・冷蔵保管）49 

 

 

（4）調査課題 

 

①選別施設 

粒径選別は、作業効率化を図るために運用場所や方法を含め工程を見直す必要がある。ゴミ

除去のための選別工程も粒径選別と併せて検討する。また、シーズン 1 での色彩選別は日本国

内で実施したが、シーズン 2 では現地で実施することを前提に中国から機械調達することを検

討することとした。 

 

②冷蔵施設 

シーズン 1における冷蔵施設の借入期間は、2012 年 11 月迄となった。（12月から 2月までは

冷蔵庫内機械の定期メンテナンス及びクリーニングが必要なため） 

 

                                                

49 調査団作成 
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今後、播種用種子の保存に別途同施設が必要となる可能性もあり、保冷期間や管理方法等の

調査を継続することとした。（現状、播種用種子は DAE の種子用保管冷蔵庫に保管） 

 

 

【2013 年：シーズン 2】 

 

（1）課題への対応 

 

課題課題課題課題    １１１１    ゴミ選別・粒径選別は作業効率化を図るために運用場所・方法を含め工程の見直しが必要 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    現地に選別施設を建設 

 

   冷蔵施設および主力産地である西部エリア内のパブナ（Pabna）県内に、以下機械を備えた

選別施設の建設を検討した。  

 

表 28 選別機リスト50 

 

 

 

 

 

 

 

課題課題課題課題    ２２２２    色彩選別は専用機械が現地調達できないため正確な実施不可 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    中国製機械輸入にむけた調査 

 

   シーズン 2から色彩選別工程を現地にて実施することを前提に、中国製機械の性能調査や調達

方法に関して調査を行った。 

 

 

課題課題課題課題    ３３３３    冷蔵施設内でのロット管理 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    
冷蔵庫での地域別管理体制の確立 

冷蔵庫での保管セキュリティ体制の強化 

 

                                                

50 調査団作成 

設備 目的 能力 

粗選別機 ゴミ・割れ豆除去 15t/日×4台 

粒径選別機 サイズ分け 15t/日×6台 

比重風力選別機 虫食い・割れ豆除去 30t/日×1台 
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冷蔵庫での地域別保管体制の確立 

緑豆産地別のトレーサビリティを確保するために、地区ごとに収穫後のロット管理の徹底・

運用を行う。具体的には、地域（北部／西部／南部）・地区（県／郡）・時期（上／中／下）ご

とに区分けを行い、合計 30 ロットで収穫後の緑豆を管理することによって品質面でのトレーサ

ビリティを可能とする。（図 23参照） 

 

冷蔵庫の保管セキュリティ体制の強化 

上記のロット管理に加えて、冷蔵保管場所もシーズン 2から西部エリアのパブナ（Pabna）県

内の（Al-Haji Cold Storage）施設に一本化する。また冷蔵庫の入出庫を厳しく一元管理すること

によって、より一層のセキュリティ強化を図る。 

 

MungbeanMungbean Lot ManagementLot Management

To Ensure the cultivation area (upazila, district) and time, please keep the lot management based on following lot no. 
Mention the "Lot No." on each jute sack. ( Write don the lot no. before you start filling up the jute sack.)
= “Area” / “Location No.” / “Collected period ”
Ex)  “W” / “1” / “A”
Means: Purchased from farmers in West, from location No. 1, on 21st May which is "A" period. 

Israfil + Mr. Iqbal Sador

Joynul +Mr. Iqbal Gangachara

Mr. Iqbal Taraganj

Zamrul Kawnia

Harun Pirgacha

Sirajul - - N-A / 3 / A N-A / 3 / B N-A / 3 / C

A

N / 2

N / 1 /

A/

Rangpur

Lot No.

Period

Until 30th June

Period

Until 10th June

Period

Until 20th June

UpzilaFS District

B

N / 2 / B

N / C

N / 2 / C

N / 1 /1 /

Patuakhali(Dasmina) Patuakhali Dasmina S / 1 / A S / 1 / B S / 1 / C

Barguna Patharghata

Barisal /Jhalakati Banaripara/Jhalokati

Faridpur(Boalmari) Faridpur Boalmari S / 3 / A S / 3 / B S / 3 / C

2

Period Period Period

Until 30th May Until 15th June Until 30th June

/ B S /S / 2 /

Lot No.

Grading Centre District Upzila

Barisal (Banaripara) / CA S / 2

1 (Robiul)

2 (Sarif)

3 (Sapan)

4 (Nasir)

5 (Aktar)

6 (Rasedul)

7 (Nahid)

8 (Minarul)

12 (Mokhles)

9 (Rasel)

10 (Mahbub)

11 (Abu Bakkar)

13 (Sariful)

14 (Habib)
CW / 5 /A W /

B

5 / B

A W /

W / 5 /

/ C

/ CW / 3 / 3

W /

/

2

W / 3

/ 1 / CW / 1 A/ W

Upzila Period

Until 10th June Until 20th June Until 30th June

Period PeriodArea # (FS) District

B

/ B

Lot No.

/ 1 /Pabna Ishwardi

Natore

Boraigram

Bagatipara

Lalpur

W

W / 2 / A W / 2

 

図 23 ロット管理方法51 

 

 

（2）課題対応後の調査結果 

 

① 選別施設の建設に関して検討を重ねた結果、西部エリアのパブナ（Pabna）県内にある前述の

冷蔵施設緑に隣接する場所に、GYM の選別センターを建設することを決定した。2013 年 6月

に着工し、同年 9月に竣工した。 

 

                                                

51 調査団作成 
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           写真 33 選別施設用地（着工事）         写真 34 選別施設外観（竣工時） 

 

    同施設内での選別工程の運用開始にあたり、粗選別機（1 台）・粒径選別機（3 台）・保存タン

ク（1台）およびコンベアスクリュー等の機械一式を初期導入した。 

 

  

写真 35 選別工程機械一式                 写真 36 粒径選別機械 

 

    これにより、自社施設での選別工程の品質保持ならびに進捗管理ができる環境が整った。しか

し、実際に緑豆を機械に通したところ、次工程となる色彩選別機に直接投入することはできな

かった。引き続き翌年以降、新たな機械導入ならびに機械改良・運用改良が必要である。なお、

色彩選別については、バングラデシュのサプライヤー経由で中国製機械の性能等調査を進めた

が、購入後のメンテナンス・フォローの確約が取れない等サプライヤーの信用性が担保できな

かったため今回は見送ることとした。従って、シーズン 2 においても色彩基準を徹底管理する

ことも含め引き続き日本国内で実施することとした。 

 

②冷蔵庫での地域別保管体制においては、冷蔵施設での緑豆搬入時に同施設運営会社も含めてロ

ット管理の徹底を実践した。具体的には、運営会社に対する当社ロット管理手法の周知徹底、

冷蔵庫内保管の緑豆袋に符号を明記、加えて運営会社が荷受けの際に発行する受領書シリアル

番号を GYM の管理台帳に反映させた。これによって、以降の出入庫の一元管理を円滑に実施す

ることができた。今後、より高い品質を維持するために湿度管理も行う必要がある。 
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写真 37 冷蔵施設での緑豆荷受け          写真 38 冷蔵庫内保管の緑豆 
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4444....7777    輸出輸出輸出輸出許可許可許可許可のののの取得取得取得取得・・・・輸出体制輸出体制輸出体制輸出体制のののの確立確立確立確立 

 

【2012 年：シーズン１】 

 

（1）具体的な調査内容 

 

バングラデシュ商務省（MOA）からの輸出許可証発行ならびにバングラデシュから日本への輸出

体制確立に取り組んだ。 

 

 

（2）調査手法 

 

現地にて JICA、JETRO、日本大使館、丸紅、物流業者より聞き取り調査および現地行政機関への

申請手続き等の業務を実施した。 

 

 

（3）調査結果 

①輸出許可のフローは以下の通りとなる。 

（a）農業普及局（DAE）より生産証明発行 

（b）農業省（MOA）申請 

（c）商務省（MOC）輸出許可証発行 

（d）通関申請 

 

②農業省（MOA）傘下の農業普及局（DAE）より生産証明を発行してもらうためには、次の手続

きが必要なことが判った。 

（a）GYM から地区（県）別生産見込数量を、各地区担当の DAE 支部に提出 

（2012 年は全 13 地区で生産） 

北部：Rangpur, Dinajpur, Gaibandha, Kurigram, Lalmonirhat,  

Panchagarh, Thakurgaon 

西部：Pabna, Natore 

南部：Barisal, Barguna, Jhalokati, Patuakhali 

    （b）DAE 本部が各 DAE 支部に対応を指示 

    （c）DAE 支部からの報告に基づき DAE 本部が生産証明を発行 

 

③商務省（MOC）より輸出許可を発行してもらうためには、次の手続きが必要なことが判った。 

（a）上記手続きを全て終えた DAE 本部が農業省宛に輸出可能である旨のレターを発行 

（b）DAE からのレター受領後、農業省が商務省宛にポジティブレターを発行 

（c）農業省からのレター受領後、商務省が輸出許可を発行 
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④輸出禁止品目となっている緑豆に輸出許可を得るためには、農業省および商務省に対する積極

的な働きかけが必要で、現地駐在の JICA、JETROならびに日本大使館職員の皆様に多大なご尽

力を頂いた。 

 

⑤2012 年 7 月 30 日に商務省より下記条件のもと輸出許可が下りた。 

［条件］ 

（a）GYM が関与した農家の緑豆であること 

（b）輸出は粒経 3.5mm 以上、尚且つ生産量の 60％以内であること 

（c）日本以外の国に輸出しないこと 

 

⑥輸出工程のフローは以下の通りである。（P70図 24・25参照） 

（a）現地通関手続きは近鉄エキスプレスの協力を得ながら、現地フォワーダー（乙仲）のマル

チフレート（MULTI FREIGHT LTD.）を通し実施 

（b）輸出条件はインコタームズの FOB「本船渡条件」 

（c）日本での通関業務は丸紅が実施 

（d）安全安心確保の為、事前農薬検査を実施 

 

⑦上記工程を経て 1stロット緑豆（21t）がバングラデシュを 2012 年 11 月 5 日に出港、日本へ 11

月 29 日に着港。さらに事前農薬検査後、12月 10 日に通関完了した。残りの 2ndロット緑豆（210t）

は 12月 12 日に輸出され 2013 年 1月 31 日に通関完了した。 

 

  

写真 39 初輸出緑豆のコンテナ荷積み     写真 40 初輸入緑豆のコンテナ荷降ろし 

                  （バングラデシュ）                      （日本） 
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Export Flow Chart 2012 (Bangladesh)Export Flow Chart 2012 (Bangladesh)
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図 24 シーズン１緑豆輸出手続き（バングラデシュ）52 

 

緑豆輸入手続緑豆輸入手続緑豆輸入手続緑豆輸入手続きききき緑豆輸入手続緑豆輸入手続緑豆輸入手続緑豆輸入手続きききき 2012 2012 （（（（日本日本日本日本））））（（（（日本日本日本日本））））
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図 25 シーズン１緑豆輸入手続き（日本）50 

 

                                                

52 調査団作成 
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（4）調査課題 

 

①現地行政機関からの輸出許可は単年認可のため、政局等の影響を受けやすい状況下にある。ま

た、シーズン 1 の輸出許可取得が緑豆収穫後となってしまったため、バングラデシュへの資金

送金タイミングに支障が生じた。 

 

②現地での輸出業務を進めるにあたって、必要とされる書類が行政機関窓口によっては異なるケ

ースが発生、あるいは全く新規のものを要求されるなど想定外の所要日数が掛かってしまった。

一方で船便の確定をせざるを得ない状況と燻蒸証明期間が 15 日間であるなど、ハンドリングの

難しさを感じた。 

 

③銀行決裁の相殺処理に関して現地法律や実務の事前確認が不十分であったため、前払い金を緑

豆輸入代金として相殺できなかった。 

 

【2013 年：シーズン 2】 

 

（1）課題への対応 

 

課題課題課題課題    １１１１    現地行政機関からの輸出許可は単年認可のため政局等の影響を受けやすい 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    単年発行を複数年輸出許可への交渉 

 

 

課題課題課題課題    ２２２２    輸出許可が緑豆収穫後となったため同国への資金送金タイミングに支障が生じた 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    輸出許可を収穫時より播種時への移行交渉 

 

 

課題課題課題課題    ３３３３    現地での輸出業務が初めてということもあり、想定外の所要日数が掛かった 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    輸出業務フローの再構築 

 

 

課題課題課題課題    ４４４４    銀行決済の事前確認が不十分で、前払い金を緑豆輸入代金として相殺できなかった 

                ↓↓↓↓    

対応対応対応対応    銀行決済の相殺処理実施 
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（2）課題対応後の調査結果 

 

①シーズン 2 の輸出許可取得は当初複数年を交渉目標としていたが、政局混迷によるホルタルが

頻発かつ過激化する情勢となり、行政機関の手続き停滞も懸念されたため、昨年同様単年度発

行で申請することとした。 

 

②播種完了後の翌 4 月にはシーズン 2 の栽培地区・面積データ資料を取り纏めて申請手続きを開

始したが、行政窓口担当者の異動等で交渉相手の再調査や本事業内容の再説明を要するなど、

時間と手間を要する結果となった。そのため、商務省からの輸出許可が下りたのは 2013 年 7月

22 日となった。 

 

 ③シーズン 1 における現地輸出手続き実務を踏まえてシーズン 2 では、輸出入管理長官事務所

（CCIE）やバングラデシュ中央銀行の代理となる公認為替取引業者（海外銀行）、および税関等

の関係機関それぞれで必要となるドキュメントを整理・体系化したうえで準備を進めた。それで

も前回とは異なるドキュメントの提出を求められるケースが発生した。（図 26 参照）シーズン 2

の緑豆（104t）は 2013 年 10 月 9 日にバングラデシュから輸出された。日本には 11月 1 日に着

港し、11月 14 日に通関完了した。 

 

Export Flow Chart 2013 (Bangladesh)Export Flow Chart 2013 (Bangladesh)
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図 26 シーズン２緑豆輸出手続き（バングラデシュ）53 

 

                                                

53調査団作成 
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④バングラデシュ中央銀行発行の外国為替取引ガイドラインに基づき、現地取引銀行である HSBC

銀行に入念な事前確認を再三にわたり行った。その結果、今回は相殺処理を行うことができ、2013

年 12 月 2日付で HSBC銀行から相殺証明書（Export Adjustment Certificate）発行を受けた。 
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4444....8888    パイロットパイロットパイロットパイロット事業財務事業財務事業財務事業財務状況状況状況状況 

 

パイロット事業（シーズン 1）において、それぞれの調査項目を進めていく中で GYM の収支計画

を策定した。GYM の会計年度は 12 月決算であるため、シーズン 1 の損益実績ならびにシーズン 2

の損益見込みは下記の通りである。（表 29参照） 

ちなみに各シーズンの緑豆購入量は次の通りとなる。 

 

①シーズン 1：緑豆購入量は 485 トン。その内、231 トンが日本向け輸出実績。 

②シーズン 2：緑豆購入量は 332 トン。その内、104 トンが日本向け輸出実績。 

 

表 29 GYM パイロット事業収支実績・見込54 

  
①シーズン 1 

（2012 年実績） 

②シーズン 2 

（2013 年見込） 
注記 

売上高 31,268  19,560    

  日本輸出用 18,795  9,360   2012 年：231t（実績）/2013 年：104ｔ（実績） 

  現地販売用 12,473  29,019   2012 年：224ｔ（実績）/2013 年：150t（見込） 

売上原価 41,340  22,750    

売上総利益 △ 10,072  △ 9,459    

販売管理費 16,033  17,485    

営業利益 △ 26,105  △ 26,944    

営業外収益 0  0    

営業外費用 0  0    

経常利益 △ 26,105  △ 26,944    

法人税等 5  5    

当期利益 △ 26,110  △ 26,949    

（単位：千 BDT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                                

54 調査団作成 
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5555．．．．ビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルのののの構築構築構築構築とととと事業計画事業計画事業計画事業計画のののの策定策定策定策定    

 

5555.1.1.1.1    製品開発製品開発製品開発製品開発計画計画計画計画 

 

 バングラデシュ産緑豆を原料とした製品（もやし）を日本国内の一般消費者向けに新商品として発

売するために、シーズン 1で初輸入した緑豆に関して前述のボトリオスフェリア・ロジナ菌を含めた

さまざまな試験ならびに検査を雪国まいたけの関連部門にて実施している。 

 

 国内の消費者に対して安全・安心な製品（もやし）を提供するために、研究開発室にて原料調査と

して一般細菌類・カビ検出試験および農薬・重金属・放射性物質検査を繰り返し実施した。また殺菌

調査として、ウオーターバスを利用した温度・時間帯別の湯殺菌後、寒天培地にて培養したサンプル

で効果測定・検証を行った。これらの分析結果を踏まえ、研究開発室ラボベースでの各種衛生・殺菌

方法試験は終了した。 

 

 雪国まいたけ関連企業で、もやし生産工場である雪国バイオフーズでは、もやしの試験栽培に取り

組んでいる。小規模での試験栽培を終えた後、生産ラインの実機を使った試験栽培という位置づけで、

あらゆる環境下での殺菌工程・栽培工程・保管工程での最終試験を実施している。 

 

 さらに品質保証室では、消費者に対して美味しい製品（もやし）を届けるために、もやし工場で生

産されたサンプルの官能検査を実施した後、評価結果を随時、関連部門にフィードバックして味覚向

上に努めている。 

 

 バングラデシュ産の緑豆を原料として使用するのは初の試みとなるため、あらゆる想定されうるリ

スクの洗い出しを行うとともに、製品に対する安全・安心の担保に務めている。全ての諸条件がクリ

アされた段階で始めて新商品発売を迎えることができる。 
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5.25.25.25.2    原材料原材料原材料原材料・・・・資機材資機材資機材資機材のののの調達計画調達計画調達計画調達計画    

 

（1）原材料調達計画 

 

原材料である緑豆播種用種子は、粒径サイズ 3.5mm 以上のものを使用することとする。パイロット

事業における大規模栽培初年度のシーズン 1開始時、播種用種子は現地マーケットから調達せざるを

得なかった。シーズン 1終了後、収穫した緑豆の一部を GYM が保管して次年度シーズン 2用の播種

用種子として使用した。計 2回のパイロット事業を通して、日本輸出用として粒径サイズ 3.5mm 以上

の緑豆を栽培するためには、農民指導方法の徹底のみならず播種用種子自体も大きいものが適してい

ることが判った。今後、収穫した緑豆の中から更に粒径が大きい豆を選りすぐり、2～3 年後には 3.8mm

以上の緑豆を播種用種子として GYM が手配できるように準備を進める。 

 

 

（2）資機材調達計画 

 

①栽培用 

 肥料・農薬・農機具に関しては、栽培ガイドラインに基づきそれぞれの契約農家が独自に購入して

準備する。ただし農薬に関しては、日本国内の残留農薬基準に鑑みて GYM が指定するものとする。 

 

②選別・貯蔵用 

 自社の選別施設内に選別工程の運用にあたり、粗選別機（1台）・粒径選別機（3台）・保存タンク

（1 台）およびコンベアスクリュー等の機械一式を 2013 年 9 月に初期導入している。今後、緑豆生

産計画に基づき 2016年と 2018 年には同機械一式をそれぞれ追加導入する計画である。 

 

 色彩選別機に関しては現地に既存品が無く、また現地でのオーダーメイド製造も手配できる環境で

はない。従って、日本製または中国製の機械を 2016年に輸入して自社選別施設内で稼働開始できる

ように調査・準備を進める。 

 

 冷蔵施設・ジェネレーターはパイロット事業同様に現地のものを使用する。 
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5555....3333    生産生産生産生産・・・・流通流通流通流通・・・・販売計画販売計画販売計画販売計画    

 

バングラデシュにおいては、シーズン 1（2012 年）とシーズン 2（2013 年）の計 2回実施したパイ

ロット事業結果を踏まえて、緑豆を大規模で生産・集荷・選別・保管・輸出するバリューチェーンを

構築する。また日本国内においては、輸入された緑豆を原料とする製品（もやし）のマーケティング・

販売戦略を立案する。 

 

（1）生産計画 

 

パイロット事業では 2千ヘクタール規模で計 2回の栽培を行ったが、収穫量はそれぞれシーズン 1

（2012 年）が 1,500 トンでシーズン 2（2013 年）が 761 トンであった。シーズン 2 は自然災害等の

悪影響を受けたにしても、前年度と比べてあまりにも大きな生産量の差異が生じた。大量生産システ

ムの確立は可能であることは検証されたが、今後、天候リスクを極力回避・分散して安定した収量を

実現するためには、栽培候補地についてまだまだ調査が必要であると考える。具体的には主力生産地

を西部から昨年収量 0.82 トン/ha の実績があった南部にシフトし、かつ西部でも天候リスクの影響

を受けにくい地区を選定する。そして今回の天候リスクを鑑み多雨の影響を受ける前に収穫を終える

為に播種時期を前倒しして実施する事を検討する。しかしこの事は播種時期での低温・干ばつの影響

もある為更なる調査が必要となる。なお 2014 年以降の生産計画は、当状況を踏まえ下記の通りとす

る。（表 30参照） 

 

表 30 緑豆生産計画55 

  2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

栽培面積（ha） 1,800  2,000  4,000  6,000  8,000  

収穫量（t） 1,260  1,400  3,200  4,800  8,000  

日本輸出量（t） 500  630  1,600  2,640  4,800  

 

 

（2）流通計画 

 

収穫後の緑豆集荷は、栽培地域ごとに GYM のコーディネーター管理の下で FSが契約農家と連携

を取りながら最適なスケジュールや運搬方法などを、状況に応じてカスタマイズできる組織体制とな

っている。また緑豆用の冷蔵保管場所については西部地域のイシュワルディ（Ishwardi）に一元化し、

選別に関しても冷蔵保管施設に隣接する場所に自社施設を建設済みである。この結果、GYM におい

て集荷・選別・保管の拠点を確保できた。しかし、選別においては前述の通り課題が残っている。今

後も引き続き、色彩選別機の現地導入（2016 年度予定）を含めた選別工程のレベル向上が必要とな

る。品質保持の為に海上輸送時の湿度コントロールに除湿剤を使用することを検討する。 

 

                                                

55 調査団作成 
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輸出手続きについては、パイロット事業で 2回の単年度輸出許可を取得した実績を踏まえて、次年

度以降は複数年輸出許可を交渉目標とする。また輸出業務フローは、現地フォワーダー（乙仲）企業

であるマルチフレート（MULTI FREIGHT LTD.）と共に進めることによって、一定のノウハウ蓄積を

得た。今後は、現地スタッフのみで輸出業務ができるような体制を構築する。 

 

（3）販売計画 

 

①日本国内販売 

雪国まいたけが国内の一般消費者向けにスーパーマーケット等の小売店で販売しているもやしの

主力 NB 商品は『雪国もやし』（200g 入り）である。今回、本事業のバングラデシュ産緑豆を原料と

する製品（もやし）は、グラミンとのソーシャルビジネスから生まれた NB新商品という位置づけで

販売する予定である。既存の NB商品カテゴリとの差別化を図ることも含め、コーズマーケティング

を活用した社会貢献活動を担う商品として訴求することを検討している。製品開発試験が完了後、す

みやかに発売開始する準備を進めている。販売数量は、弊社もやし既存商品の販売実績データおよび

新商品特性を鑑み、年間 500 万パック（1パック 200g 換算）を発売開始決定後の当面目標とする。 

 

 

 

②現地販売 

 上述の生産計画（P77表 30参照）に基づき、現地販売計画を以下の通りとする。 

 

表 31 緑豆現地販売計画56 

  2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

現地販売（t） 760 770 1,600 2,160 3,200 

                                                

56 調査団作成 

図 27 新商品パッケージ案 
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 緑豆の現地市場規模は上述の通り年間約 2万トンである。更に収量を他豆類と同等レベルまで改善

できれば約 8万トン規模までの拡大が期待できる。販路に制約が大きい農民に替わって、独自の販路

を開拓している GYM が本事業の一環で 2018 年に 3,200 トン販売するとしても、市場シェアは 5％

未満で十分に可能であると判断する。 
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5.45.45.45.4    要員要員要員要員・・・・人材育成計画人材育成計画人材育成計画人材育成計画    

 

本事業の現地の主体となる GYM は、今後の生産計画（P77 表 30 参照）を前提に業務を円滑に推

進するためにも、現地での人員体制ならびに人材育成を強化する必要がある。具体的には、緑豆収穫

量と品質を高レベルで確保するために、契約農家と密接な関係構築が求められる FSの拡充・強化を

最優先して行う。（表 32参照）これまでに採用している FSは緑豆栽培エリア在住の農業専門学校を

卒業した若い人材が多く、今後もこの傾向を踏襲する予定のため、日本農業技術や管理手法を習得し

てもらう教育プログラムを策定・実施する。 

 

FS は栽培時期が繁忙期となる季節労働色が濃い職種であるが、栽培時期以外は選別施設に従事さ

せるなど年間雇用を図る。また、FSの一人当たり圃場カバー率は現時点で約 100 ヘクタールである

が、今後の事業拡大を見据えると ICT を活用しながら 200ヘクタールまで向上させるよう取り組む。 

実務面としてモニタリング強化が農民指導へと繋がる為にモニタリング体制の確立とチェック体制

の強化を図っていく。 

 

表 32 GYM 人員体制計画57 

人員数 
  

2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

 GYM本部 6   6   7   8   8   

  総務  1   1   1   2   2   

  経理 1   1   2   2   2    

  その他（事務・ドライバー等） 4   4   4   4   4   

 GYM支部（西部・南部） 20   26   30   44   58   

  コーディネーター  1   2   2   3   4   

  経理 1   2   2   3   4   

  FO 4   4   6   8   10   
 

  FS 14   18   20   30   40   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

57 調査団作成 
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5.55.55.55.5    事業実施体制事業実施体制事業実施体制事業実施体制 

 

パイロット事業は、第１編に記載したビジネスモデル概要（P12図 2参照）に基づき以下の体制に

て実施した。（図 28参照） 

 

現地での調査事業の検証結果および事業パートナー実績を踏まえ、次年度以降の本格栽培において

も現体制にて取り組むこととする。 

 

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制緑豆事業実施体制

栽培栽培栽培栽培 集荷集荷集荷集荷 選別選別選別選別 保管保管保管保管 輸出輸出輸出輸出 輸入輸入輸入輸入 もやしもやしもやしもやし生産生産生産生産・・・・販売販売販売販売

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ 日本日本日本日本

GYM

雪国雪国雪国雪国まいたけまいたけまいたけまいたけ

グラミングラミングラミングラミン

農民農民農民農民農民農民農民農民

外部外部外部外部パートナーパートナーパートナーパートナー外部外部外部外部パートナーパートナーパートナーパートナー

現地行政機関現地行政機関現地行政機関現地行政機関現地行政機関現地行政機関現地行政機関現地行政機関

日本政府機関日本政府機関日本政府機関日本政府機関日本政府機関日本政府機関日本政府機関日本政府機関

・農民募集
・栽培指導

・ガイドラインに基づく栽培
・GYMに緑豆販売

・農民から
緑豆購入

・事業資金
・農業技術

・マイクロクレジット

・ネットワーク構築

・Al-Haji Cold
Storage

・選別工程
作業※

・冷蔵施設
での保管

・MOC（商務省）・MOA（農業省）
・DAE（農業普及局）
・CCIE（輸出入管理長官事務所）

・輸出許可
の取得

・MULTI
FREIGHT

・ JICA ・ JETRO ・日本大使館

・輸出手続

・輸入手続

・丸紅

・もやし生産 ・もやし商品販売

・小売業
（スーパー等）

※緑豆粒径3.5mm以上（日本輸出用）と
3.5mm以下（現地販売用）に選別

委託

交渉 許諾

交渉

協力

連携

委託 販売

委託

緑豆緑豆緑豆緑豆

販売販売販売販売

【予定】

・BSMRAU

栽培指導

 

図 28 緑豆事業実施体制と業務の流れ58 
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5.65.65.65.6    事業費積算事業費積算事業費積算事業費積算    

 

（1）初期投資 

 

 本事業において主な初期投資が必要となる設備は、契約農家から購入した緑豆の選別工程に関連す

るものである。パイロット事業で既に建設した選別施設および粒径選別機械一式を含め、今後 5 年間

で予定している内容は以下の通りとなる。 

 

表 33 主な初期投資の内容59 

項目 投資金額 内容 

2013 年 6,501   

粒径選別機械一式 1,641 粗選別機（1 台）、粒径選別機（3 台）、保存タンク（1 台）、コンベアスクリュー等 
 

選別施設 4,860 建屋 ※土地はリース 

2014 年～2018 年 18,850   

粒径選別機械一式 3,850 粗選別機（2 台）、粒径選別機（6 台）、保存タンク（2 台）、コンベアスクリュー等 
 

色彩選別機 15,000 ホッパー（1 台）、色彩選別機（1 台）、保存タンク（1 台） 

合計 25,351  

（単位：千 BDT） 

 

 

（2）運転資金 

 

 契約農家から緑豆を購入する際、現金にて緑豆代金を直接農家に支払う必要があるため、毎年収穫

が始まる 5 月迄には生産計画（P77表 30参照）に基づく購入資金を準備しておく必要がある。なお

当購入資金には、農家に支払う緑豆代金に加えて、麻袋費・運送費・集荷人件費を含むものとする。

購入した緑豆は、選別工程を経て日本輸出用ならびに現地販売用として売買手続きを行う。購入資金

を準備してから、それぞれの売上金額が入金されるまでの期間（具体的な設定としては毎年 6月から

11 月迄の期間）に必要とされる費用は、運営維持保守資金として対応するものと想定する。なお運

営維持保守資金には、対象期間に支出される選別施設土地リース費・事務所費・ユーティリティ費・

人件費等を含むものとする。 

 

表 34 運転資金計画 59 

  2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

緑豆購入資金 85,365 96,838 225,952 345,984 588,640 

運営維持保守資金 10,710 12,307 15,858 20,994 28,890 

合計 96,075 109,145 241,810 366,978 617,530 

                                                

59 調査団作成 

（単位：千 BDT） 
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5.5.5.5.7777    資金計画資金計画資金計画資金計画・・・・財務分析財務分析財務分析財務分析    

 

（1）資金計画 

 

本事業を開始するため 2011 年 7 月に現地合弁会社 GYM を設立し、設立時の資本金として 7,000

千 BDT（雪国まいたけ：5,250千 BDT、グラミン：1,750 千 BDT）を準備した。本調査におけるパ

イロット事業の運用資金は、雪国まいたけが支援した。 

 

今後の事業資金も以下の財務分析に基づき、本事業が軌道に乗るまで引き続き雪国まいたけが支援

する予定である。 

 

 

（2）財務分析 

 

来年以降の本格栽培に関しては、上述の生産計画（P75 表 30 参照）に基づく収支計画を以下の通

りとする。2016 年以降の収益は黒字転換する見込みで、当年における収穫量 3,000 トン（内、日本

向け輸出比率 50％）がブレークイーブンポイントとなり、この段階で本事業は自立した形となる計

画である。（表 35参照） 

 

表 35 GYM 事業収支計画60 

  2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

売上高 97,100 117,346 299,866 472,932 815,951 

 日本輸出用 47,700 61,110 176,000 295,680 537,600 

 現地販売用 49,400 56,236 123,866 177,252 278,351 

売上原価 94,054 106,336 248,336 378,161 640,754 

売上総利益 3,046 11,010 51,530 94,771 175,197 

販売管理費 21,060 24,254 31,357 41,628 57,421 

営業利益 △ 18,014 △ 13,244 20,173 53,143 117,776 

営業外収益 0 0 0 0 0 

営業外費用 0 0 0 0 0 

経常利益 △ 18,014 △ 13,244 20,173 53,143 117,776 

法人税等 5 5 7,565 19,928 44,166 

当期利益 △ 18,019 △ 13,249 12,608 33,214 73,610 

（単位：千 BDT） 

 

 

 

                                                

60 調査団作成 
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キャッシュフロー計画では、生産計画を踏まえて 2016年に粒径選別機械一式と色彩選別機を新た

に導入する予定であるため、フリーキャッシュフローがプラスとなるのは 2017 年以降となる。一方

で、前項の運転資金計画でも述べたとおり、毎年 5月迄には生産計画に基づく緑豆購入資金と運営維

持保守資金を現金として手元に準備しておく必要があるため、当面（2018 年まで）は事業資金のサ

ポートを受けなければならない。（表 36 参照）ただし、この事業資金はあくまでも瞬発的に必要とな

るもので、事業が軌道に乗り一定のキャッシュストックを持つようになれば、2019 年以降に借入金

の返済を実行できる状況となる。 

 

表 36 GYMキャッシュフロー計画61 

  2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 

期首現金残高 90,000 72,631 95,032 243,125 378,674 

営業 C/F △ 17,369 △ 12,599 14,943 35,549 75,945 

営業利益 △ 18,014 △ 13,244 20,173 53,143 117,776 

減価償却費 650 650 2,335 2,335 2,335  

法人税 △ 5 △ 5 △ 7,565 △ 19,928 △ 44,166 

投資 C/F 0 0 △ 16,850 0 △ 2,000 

 設備投資 0 0 △ 16,850 0 △ 2,000 

財務 C/F 0 35,000 150,000 100,000 240,000 

借入金受取 0 35,000 150,000 100,000 240,000 
 

借入金返却 0 0 0 0 0 

FCF △ 17,369 △ 12,599 △ 1,907 35,549 73,945 

現金増減 △ 17,369 22,401 148,093 135,549 313,945 

期末現金残高 72,631 95,032 243,125 378,674 692,620 

（単位：千 BDT） 
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5555....8888    事業事業事業事業実施実施実施実施スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 

 

本調査終了後は、2 つのフェーズで本事業を実施する。基盤構築期（2014 年～2015 年）において

は、前項目 5.2-(1)生産計画でも述べたとおり、栽培候補地の継続調査に取り組む。併せて、緑豆の

収量増と高品質確保を達成するために、人材育成と緑豆選別施設の充実に取り組む。 

 

事業拡大期（2016 年～）においては、前フェーズを踏まえて栽培地拡充、組織・人材拡充に加え

てバリューチェーン強化に取り組む。 

 

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ緑豆事業実施緑豆事業実施緑豆事業実施緑豆事業実施スケジュールスケジュールスケジュールスケジュールバングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ緑豆事業実施緑豆事業実施緑豆事業実施緑豆事業実施スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

準備調査準備調査準備調査準備調査準備調査準備調査準備調査準備調査
（（20122012年～年～20132013年）年）

基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築基盤構築
（（20120144年～年～20120155年）年）

事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大
（（20162016年～）年～）

１．現地調査（情報収集・分析）

２．パイロット事業実施

（１）緑豆の大量生産システムの確立
①農家募集・緑豆購入方法
②農民指導方法・指導体制
③栽培管理方法

（２）緑豆選別・保管方法の確立

（３）輸出許可の取得・輸出体制の
確立

１．栽培候補地の継続調査

（安定した収量の実現）

２．人材育成
（FS強化を目的とした教育
プログラム策定・実施）

３．緑豆選別施設の充実

（品質基準管理）

１．栽培候補地の決定・拡充

（収量増と高品質を確保）

２．組織・人材拡充

（本部と栽培地域オフィス

の体制強化）

３．バリューチェーン強化

（色彩選別機導入、冷蔵

施設の拡充）

 

図 29 緑豆事業実施スケジュール62
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5555....9999    環境環境環境環境・・・・社会配慮社会配慮社会配慮社会配慮 

 

本事業は、地域に根ざした農民が各農村地区で緑豆栽培を行うため、新たに大規模な開墾や灌漑を

伴うものではない。また、住民移転や用地取得の必要がないため環境や社会への望ましくない影響は

ほとんどなく、JICA「環境社会配慮ガイドライン」（2010 年 4月）のカテゴリ分類「C」に位置づけ

られる。ただし、下記の点に関しては本事業を推進していく上で留意する必要がある。 

 

� 緑豆栽培時における農薬使用基準の運用管理 

 

 農薬の使用方法を誤ると、収穫する緑豆の残留農薬が増えるのみならず、長期的な土壌汚染を引き

起こすリスクも想定される。農民に対する栽培指導を行う際に、GYM が指定した農薬リストと各々

の使用頻度・希釈率（P55 表 27 参照）の徹底を図り、継続的な運用管理を実施する。具体的には、

毎年播種前に契約農家を対象とした農家トレーニングを実施するが、栽培ガイドラインと併せて指定

農薬の使用方法を指導する。また、栽培期間中は栽培履歴を記録する栽培レコードを用いて、FS に

よる定期的な圃場視察も取り入れながら、適正な農薬使用方法が運用されているか管理する。 
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6666．．．．JICAJICAJICAJICA 事業事業事業事業とのとのとのとの連携可能性連携可能性連携可能性連携可能性    

 

（1）連携事業の必要性 

JICA事業が取り組むさまざまな課題の中のひとつとして、農業開発・農村開発がある。この

農業開発・農村開発は食料供給の安定と農村貧困の削減を目的とされており、ミレニアム開発

目標（MDGs）目標 1 の達成に貢献するものとなっている。これは本事業がバングラデシュの

メリットとして挙げている農村地区における貧困層への雇用創出、および現地での安価な緑豆

の販売と共通する内容となっている。本事業と、バングラデシュにおける農業開発・農村開発

分野での JICA事業と連携を図ることは、結果として目標達成に向けて有機的に貢献できうると

考える。 

 

 

（2）事業スキーム（資金協力、技術協力、青年海外協力隊等） 

JICAの農業開発・農村開発の具体的な協力目標として、持続可能な農業生産が挙げられてい

る。本事業は、持続可能な農業生産に対する以下の取り組み内容に対して協力可能であると考

える。 

 

表 37 JICA取り組み内容と本事業該当項目の対比63 

JICA取り組み内容 本事業 

種子・肥料などの農業生産資材の確保改善 多収量を獲るための高品質な緑豆種子の保全 

穀物・家畜などの生産技術の確立・普及 日本の農業技術を導入した現地向けガイドライン 

組織強化などの農業経営の改善 農家トレーニングから栽培指導を含めたマネジメント体制 

 

また JICA をビジネスパートナーと位置づけ、2012 年に創設された民間連携ボランティア制度

を活用することで、開発途上国に弊社社員を派遣することも考えられる。 

 

（3）具体的連携事業の内容 

上記を踏まえて、「農村農家指導」と「ICT活用」に関する連携を検討する。 

①農村農家指導：農村へ日本の農業技術及びシステムを導入、収量増加を図る 

②ICT：IT を活用し栽培指導・栽培管理を行うシステムを現地と協力し構築 

（技術導入によりリアルタイムの情報共有が図れる） 

 

 

（4）連携による効果の予測 

各農家の収量増が収入アップに繋がり、収益力の高い農業への転換が図れると予測する。こ

の効果は JICAが取り組んでいる農村開発事業にも応用できうると考える。 
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7777．．．．開発効果開発効果開発効果開発効果    

 

7777.1.1.1.1    開発効果発現開発効果発現開発効果発現開発効果発現ののののシナリオシナリオシナリオシナリオ 

 

 本事業は貧困率が高い農村地区において、もやしの原料となる緑豆を栽培することによって農民の

雇用創出を行うことを目的としている。収穫した緑豆は他の作物よりも高い価格で GYM が農民から

購入するので、彼らの所得向上に貢献できる。また、農民は GYM から栽培技術の指導も受けるので、

単位当たりの収穫量や品質を向上させることも可能となる。このことは更なる所得向上に繋がる。 

 

あくまでも一例であるが、シーズン 1に参加した西部イシュワルディ地区の農民は、前年と比べて

収穫量が 2倍、販売価格が 1.5倍弱と飛躍的に所得が向上したケースもあった。 

（図 30参照） 

 

成功事例成功事例成功事例成功事例（（（（農民農民農民農民））））成功事例成功事例成功事例成功事例（（（（農民農民農民農民））））

地域地域地域地域：：：：西部西部西部西部 イシュワルディイシュワルディイシュワルディイシュワルディ地区地区地区地区

農民農民農民農民：：：：シャヒドゥルシャヒドゥルシャヒドゥルシャヒドゥル氏氏氏氏

２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年 ２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年

収穫量収穫量収穫量収穫量
※※※※ 1bigha＝＝＝＝0.2ha

160kg/bigha 320kg/bigha

販売価格販売価格販売価格販売価格 43BDT/kg 60BDT/kg

投資投資投資投資 23,250BDT →→→→ 収入収入収入収入 48,000BDT
２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年

 

図 30 シーズン 1に参加した農民の収穫・販売実績例64 

 

契約農民数はシーズン 1（2012 年）が約 8,000 人、翌シーズン 2（2013 年）が約 6,000 人の実績で

あった。今後、事業拡大期には 1万人以上の雇用が見込まれるため、農村地区の貧困削減に裨益でき

るものと考える。 

 

 日本向けに輸出しない緑豆は、農家からの購入価格に近い価格で現地販売を行い、現地の人々の栄

養改善に貢献する。 
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7777.2.2.2.2    開発指標開発指標開発指標開発指標 

 

 本事業を推進することによる想定目標と開発指標を、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）

に示す。 

表 38 プロジェクト・デザイン・マトリックス65 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト要約要約要約要約 指標指標指標指標 指標指標指標指標データデータデータデータ入手手段入手手段入手手段入手手段 外部条件外部条件外部条件外部条件

上位目標上位目標上位目標上位目標：：：：
　
農業を通じて貧困率が高い農村地区
の農民の生計向上を図り、貧困削減
に寄与する。

・契約農家の所得向上

・契約農家世帯の栄養状態の改善

・アンケート調査

・.統計データ

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト目標目標目標目標：：：：

・農民が、製品（もやし）の原材料とな
る緑豆を栽培することで、農作業にお
いて雇用が生まれる。また、収穫した
緑豆は他の作物よりも高い価格で当
社に販売できる。

・栄養価の高い食品として、収穫した
緑豆の一部を安価に現地販売を行
い、彼らの栄養改善面でも貢献す
る。また不作時の保存食ともなる。

・緑豆栽培契約農家数：2.5万世帯目標（2018年）
　【ベースライン】
　7,510世帯（2012年）、5,649世帯（2013年）

・.契約農家からの緑豆購入総量/購入総金額：
　8,000ｔ/5億2,000万BDT目標（2018年）
　【ベースライン】
　485t/3,257万BDT（2012年）、332t/2,275万BDT（2013年）

・現地販売数量：3,200t目標（2018年）
　【ベースライン】
　224t（2012年）、150ｔ（2013年）
　

・栽培記録シート

・会議記録

・購入簿 ・サイクロン直撃等大
規模な天候リスク

・政局不安定リスク

成果成果成果成果：：：：

・安定した収量の実現

・粒径サイズが大きい豆（3.5mm以上)
の比率向上

・栽培面積の拡大

・現地スタッフでマネージャークラス
の人材育成

・バリューチェーンの強化

・単位面積あたりの収量：1.0t/ha目標（2018年）
　【ベースライン】
　北部：0.33t/ha（2012年）、0.31t/ha（2013年）
　西部：1.30t/ha（2012年）、0.24t/ha（2013年）
　南部：0.82t/ha（2013年）

・粒径サイズ（3.5mm以上）の比率：60％目標（2014年以降）
　【ベースライン】
　53％（2012年）、58.1％（2013年）

・年度ごとの栽培面積（ha）：8,000ha目標（2018年）
　【ベースライン】
　2,284ha（2012年）、2,043ha（2013年）

・FSをマネジメントするコーディネーター人数：4名目標（2018年）
　【ベースライン】
　1名（2013年度末時点）

・設備機械導状況：粒径選別機械一式2セット、色彩選別機1台
（2018年迄）
　【ベースライン】
　選別施設建設、粒径選別機械一式（2013年）
　

・サイクロン直撃等大
規模な天候リスク

・政局不安定リスク

日本側日本側日本側日本側 現地側現地側現地側現地側

・「黒カビ発生リスク」対策として、ボトリオスフェリア・ロジナ菌の除
去と殺菌方法の確立

・品質保持のため選別および保冷工程の向上（色彩選別機、冷蔵
設備の調査含む）

・選別施設内機械の技術面サポート

・人材育成のための教育プログラム策定および実施

・ファイナンス支援

・GYM人員の増強（特にFS
の拡充・強化）

・選別機械の導入
　【2016年】
　粒径選別機械一式
　色彩選別機
　【2018年】
　粒径選別機械一式

投入投入投入投入
活動活動活動活動：：：：

1111....基盤構築期基盤構築期基盤構築期基盤構築期（（（（2014201420142014年年年年～～～～2015201520152015年年年年））））

・「黒カビ発生リスク」対策を講じ、「天
候リスク」を考慮した栽培候補地の継
続調査に取り組む。

・緑豆の収量増と高品質確保を達成
するために、GYM人材育成と緑豆選
別施設の充実に取り組む。

2222....事業拡大期事業拡大期事業拡大期事業拡大期（（（（2016201620162016年年年年～）～）～）～）

・前フェーズを踏まえて栽培地の決
定、拡充に取り組む。

・GYM組織と人材拡充に取り組み、
本部と栽培地域オフィスの体制強化
を図る。

・生産計画に基づき、色彩選別機導
入や冷蔵施設の拡充に取り組む。
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